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箱根駅伝・チーム再建10年の軌跡
HakoneEkiden:TheRoadtoRegenerationofHosei
苅谷春郎・成田道彦・苅部俊二（法政大学）・前川英幸（陸上競技社）
選手が全て入れ替わり、現場を預かる指導者の指導理念が浸
透し、根付くまでに少なくとも５年の時間を必要とし、そこ
から本格的なチームづくりが開始されるといっても過言では
ない。自らの眼力で選手を発掘、スカウトし、確固たる指導
理念に基づき選手の育成にジックリ取り組む、その成果につ
いて５年後指導者自身が問われるのでる。
筆者自身、当初自ら５年という時間を限定し箱根駅伝のチ
ーム作りに取り組もうと考えたが、予想をはるかに上回る速
さでチームが充実期を迎えた。がしかし、優勝の二文字が脳
裏をよぎった直後、箱根駅伝史上最短の棄権というアクシデ
ントに遭遇し、その後チームを建て直し、復路優勝にたどり
着くまで５年の歳月を要し、改めて10人の選手を無事にスタ
ートラインに送り出す難しさを体験した。
緒言
法政大学の駅伝チームの指導に携わって10年の歳月が経っ
た。この３月陸上競技部部長を勇退したのを機に、チーム再
建に至る経緯をまとめてみようとの思いが本稿出筆の動機と
なった。
箱根駅伝が人々の関心を呼ぶにつれ、マスメディアの格好
の取材対象となり、箱根駅伝が近づくとともに、年末の書店
店頭に箱根駅伝公式ガイドブックや箱根駅伝情報満載の雑誌
等々が競って発刊されるのが、年末恒例となった。
しかし、いずれの出版物も箱根駅伝の指導現場を遠巻きに
取材し脚色されたものが多く、駅伝チームづくりの核心、真
実に迫る迫力に欠けるきらいがあった。さらに、箱根駅伝を
より感動的に伝えようとの思いからか、過分な脚色に走り学
生スポーツの本質を逸脱した書籍も多くみかけ、現場の当事
者として苦々しい思いにかられたことも再三であった。
そこで本稿は､10年の歳月を遡り現場での悪戦苦闘､挫折、
復活、挫折、そして復路優勝、３年連続シード権獲得に至る
過程における現場の記録をまとめることにした。幸い筆者と
成田監督は､駅伝支援組織の会報やOB会会報等に求められる
がままに、夏合宿の経過報告や箱根駅伝の戦略等について、
その都度書き記してきた。それらの資料を元に時系列に再構
成しなおし、駅伝チームの現場が抱える諸問題について明ら
かにしていきたい。
大学スポーツは、指導者の交代を期に、全く違った指導方
法で新チーム作りが行われる。当然のごとく新たな指導方針
に選手とチームは混乱し、停滞する。暫くの間、現場での指
導は困難を極め、その手法を誤り続けると長期低迷のまま箱
根路の道は閉ざされてしまう。
筆者は、監督、コーチ、選手等が再建に至る過程で、の渉
む様な練習を必死で繰り返す姿を現場の傍らで見つめ続けて
きた。
その間、箱根駅伝の伝統校、古豪といわれる大学が低迷か
ら抜け出せず、もがき苦しんでいる現実をみるにつけ、指導
者の情熱の在り様、練習環境の優劣、支援組織のあり方等々
が、箱根駅伝チームの成績の浮沈に関わる重要な要素である
との思いに至った。
しかし、昨今の箱根駅伝の厳しい現実は、指導者にジック
リチーム作りをする場と時間を与えてはくれない。大学スポ
ーツにおいて、指導を開始してから５年を経ないと納得のい
く結果を導き出しにくい、何故ならば前任者の影響を受けた
1）法政大学と箱根駅伝
法政大学と箱根駅伝との関わりは、1921年の第２回大会に
遡る。陸上競技部の創部が1919年(大正８)、創部３年目にし
て箱根駅伝の出場にこぎつけている。初出場に至る経緯を、
OBの長倉恒夫氏は「第二回箱根駅伝のおり、各校が総力をあ
げて参加するのを知った坂東君(短距離選手）は、「僕も－丁
やるぞ］とばかりに１１１下りのiil脇を引き受けてくれました。
長距離以外の選手も走ったものです。一番熱を入れたのは小
生で、部員一同の賛成をとりつけ参加を決意したのです。決
意したといっても部員数は10人足らず、資金はなしの状態で
した。早速部員を募って練習開始、いまになって考えてもハ
ラハラするものでした｣(法友第二号･駅伝初出場の裏話より）
と、当時法政大学の学生数は200人足らず､スキー部などの学
生を加えたメンバー編成で臨み、総合６位で日比谷公園音楽
堂前にゴールし、箱根駅伝に歴史的な第一歩を記した。何と
か10人を集め、箱根駅伝出場にこぎ付けた大先達の進取の気
象と若者の熱気が時代を超え伝わってくるようである。
往路優勝が昭和６年の12回大会で、復路優勝が平成18年の
82回大会で達成されたが、残念ながら「総合優勝」は他大学
の厚い壁に阻まれ、法政大学の駅伝関係者にとって「往復路
制覇」の実現こそ次なる目標となっている。
法政の駅伝チームは創設期から現在に至るまで、学内事情
から何時の時代も選手不足という難問を克服しながら、箱根
駅伝への挑戦を続けてきた。それゆえ、選手の質量共に問わ
れる総合倒勝は難問中の難問であり、未だ実現にいたっては
いない。
第２５巻
２しかし戦前の戦跡を顧みると、第２回の初出場から18大会
連続出場を果たし、平均６位前後を維持していた。戦中の中
断後、昭和22年に再開され、第23回大会から47回大会まで２５
大会連続出場し、平均８位前後と健闘してきたが、昭和40年
代に入り、東京六大学は受験難関校となり、駅伝選手の人材
確保が困難を極めるようになった。
さらに箱根駅伝への関心力塙まるにつれ、箱根駅伝に新規
参入する大学や体育系大学に翻弄され、法政の駅伝チームは
シード権争いに敗れ予選会からの出場を余儀なくされていっ
た。第50回大会から60回大会まで時に出場権を失い、111面位も
平均13位前後と低迷期が続いた。さらに第６１回大会から４年
連続し箱根への道を絶たれる事態となった。
しかし、法政伝統の火を消すなとの声が選手から起こり、
法政大学の駅伝チームは新たな伝統を築くことになった。
宿を過ごすうちに、法政の駅伝魂はこの白樺の地で培われる
ではないかと、他大学にない独特の方式にも伝統の力が宿る
との思いに至った。
Ｈのマークを胸に、オレンジの襟を肩に箱根路を楓爽と走
りたい、走りたければ頭を使い知恵を絞りだせとの状況から
生み出された白樺合宿。
決して自分一人で夢の実現を目指しているのではない、女
子マネージャーの献身的な努力、コーチ陣の情熱、廣瀬ご夫
妻のご好意等、多くの人々の善意の上に成り立っていること
を､－年生から体験的に気づき､やがて上級生になるにつれ、
オレンジの襟への思い入れが濃厚になり、なんとしても４年
間一度でもいいから箱根路のスタートラインに立ちたいとの
思いへと昇華していく、これ力塒に、箱根路に衝撃を生み、
旋風を巻き起こし、粘りに粘ってライバル校の有力選手に食
らいついていく、原動力となっているのであろう。
伝統を守るとは、文字通り静かに守るといった消極姿勢で
は厳しい戦国駅伝の荒波に飲み込まれていく、出場回数を重
ね倒勝の二文字実現のためには時代の流れにしなやかに対応
しなければならない｡そんな中で生み出された白樺湖合宿は、
駅伝チームを活性化させる契機になったといえる。
2）新たな伝統を育んだ長野・白樺湖合宿
大学の知名度を上げる手段として箱根駅伝に着目した新興
の大学は、大学主導で強化資金を投入し箱根駅伝に参戦して
きた。従来伝統的な手法で箱根に取り組んできた、古豪とい
われる大学は､選手強化資金の確保に腐心している間に､次々
と新興の勢力に飲み込まれ、箱根への道を絶たれる事態とな
った。
この間、強化資金が皆無に等しい法政の駅伝チームも、夏
合宿さえままならぬ状態が続き､当時の現役選手の中から｢な
んとしても夏の合宿を実施したい」との声があがった。
その窮状を知ったＯＢ会会長の廣瀬豊氏が所有される長
野．白樺湖の別荘を夏の合宿所として提供して頂ける事にな
り、これを契機に法政独特の合宿方式が考案され、新たな伝
統が育まれ、箱根路復活への手がかりをつかんでいったので
ある。
法政独特とは、資金不足を補うために考案された手作りの
自主合宿を意味し、女子マネージャーにとっても過酷な合宿
生活を余儀なくされる。
資金i閏沢な他の大学は､北海道､米国､中国と合宿地を転々
としながら強化合宿を行っていると聞く。しかし法政の白樺
湖合宿は、朝、昼、夜三食全て女子マネージャーが、約30人
分の献立、食材の買出し、仕込み等々、早朝から夜遅くまで
寸暇を惜しんで献身的な食事づくりが続き、選手は練習の合
間に部屋の掃除、ゴミだし、買出し、、洗い、洗濯等を分担
し、三部練習に精を出す。こうして選手と女子マナージャー
が協同で行う法政独特の合宿方式が編み出された。
朝練習では、白樺湖周辺のコースを走り、主練習では酸素
の希薄な霧が峰高原や車山高原にまで足を伸ばし黙々走りこ
み持久力を養っていく、合宿打ち上げU寺には、選手はもとよ
り、女子マネージャー、コーチ陣もゲッソリと痩せ細るほど
の過酷な合宿が、今日まで続いている。
￣見すると練習環境に恵まれない合宿で選手が気の毒と思
われがちだが、筆者自身、選手と共に雑魚寝しながら毎夏合
3）復活の兆しからの敗北
４年間箱根路から姿を消した法政駅伝チームは、この白樺
湖合宿の成果が実り、第65回大会（昭和64）で復活を果たし
たが、４年のブランクによる経験不足はいかんともしがたく
15位の最下位に沈んだ。その後も連続出場を重ねるがシード
権獲得までにいたらず、予選会からの苦しい参戦を繰り返し
ていた。当時、成田先輩力獅習計画を作成し、週末選手を指
導し、実質的には若い宮下コーチが選手をリードしていく二
人三脚の指導体制で行われていた。
新興の大学が、実業団チームで実績のあった選手を駅伝指
導の現場に取り込み、指導者のプロ化が進むなかで、法政の
OBによるいわばウイークエンドのコーチイングでは思うよ
うな強化が出来ないもどかしさを感じていた。不安定な指導
システムでは、シード権争いから抜け出し上位での争いに加
わる事は極めて難しく、時に６位と健闘するも有力選手が卒
業した翌年、再びシード権を失うといった不安定なチーム状
態が繰り返されていた。この頃のマネージャーは「この一年
「何かが違う」との気持ちが>心の中心にあった､｢やる気｣｢団
結」が感じとれず、チームとして成立していなかった」と述
'壊している。復活の兆しはみせるものの、チャンスがあれば
上位を目指す程の底力が備わっていなかった事を、この間の
戦跡がilU]実に示している。
さらに、練習計画作成と週末の練習に携わっていた成田コ
ーチが、東京から大阪に仕事の拠点を移すことになり、宮下
コーチカ珊場を指揮することになり、チーム作りは極めて厳
しい状況を迎えることになった。
宮下コーチは、選手と一心同体になり富士豊山駅伝や夏４
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３週連続の白樺湖合宿等で選手の基礎体力の養成や精神力の強
化に孤軍奮闘するも、ついに第74回大会の出場権をかけた箱
根駅伝予選会で54校中11位（６位まで予選通過）と法政大学
箱根駅伝史上最悪の結果に、選手の－人は「他のチームに比
べ我がチームの取り組みは甘く競争の感覚が薄れていた」と
競争意識を掻き立てるエネルギーが失われ、最悪の結果を招
いてしまったのである。
選手の中に｢皆で箱根を目指そうと言う事は誰でもできる、
毎日考えることもできる。しかし個人の力を伸ばそうとする
意識が鈍感になっていた、箱根出場が目的ではなく、選手各
人が最高の舞台で最高の走りを見せたいと考えるチームに変
わらなければ」と箱根への思い入れが鈍くなり、不安を抱え
たまま予選会を迎えたチーム事情を述,懐する。関係者は「何
としても箱根に出て欲しい一心、その夢と期待がはかなく崩
れ、空しさだけが残りました」と、しかしこれは宮下コーチ
一人の責任に帰すものではなく、急激に変貌しつつある箱根
駅伝に乗り遅れた、法政の指導システムの矛盾こそが、敗北
の一因であったと思われる。
筆者自身は、この年の４月から陸上競技部副部長として部
長と監督の補佐役として12年ぶりに陸上競技部の指導現場に
復帰し、４週間の白樺湖合宿に初参加するなど駅伝チーム作
りに加わった矢先の'惨敗に荘然自失、予選会々場の片隅のベ
ンチにへたり込んでしまったのを記憶している。
予選会惨敗に対し学内外から厳しい批判が、指導現場に向
けられ｢選手に気持ちが入っていない」「法政には根'性がない
のか」「指導者にやる気があるのか｣等々選手､指導者への激
しい批判が渦巻いた。現場はすっかり意気消沈し、この事態
を如何に打開していくのか、何一つ手のつけられない重苦し
い空気が多摩のグランドを覆い尽くす事態が続き、一刻も早
い打開策が急務となった。
葉にチーム再建への一歩を踏み出すことになった。
まずは陸上競技部全体を監督が、苅谷、小金澤が長距離の
現場をリードしていくトロイカ指導体制が確認され、様々な
チーム再建策が実行に移されていった。その一つにスタッフ
相互に電子メールでの情報交換を密にし、その数、年間数百
回に及び、予選会復活に際しスポーツ報知紙は「法大・電子
メール効果だ涙の箱根切符」と大見出しで報じた。
まずはマンネリ化した年間の流れを徹底的にスクラップし、
あらたな発想で練習、試合に取り組むための、年間計画が練
られた。
まずもって、予選会で10人が20kｍを安定して走りきるには、
30kmを確実に走りきる能力の開発が急務と判断し､毎週末多
摩川サイクリングコースに全員で出向くことになった。
1997年の歳末、寒風吹き荒ぶ中、新キャプテン藤巻選手の
下で20kmの集団走から開始されたが、現実は、ここまで選手
の走力が不足していたのかという惨謄たる状況を目の当たり
にし、'鰐然となった。
１５人程でスタートした集団を自転車で後方から伴走すると、
１０km過ぎると1人、２人と集団から遅れだし、１５km過ぎると
更にその数が増え、２０km地点のゴールには４～５人が辛うじ
てたどりつくといった、状態であった。これでは最低でも
20km以上走らなければならない､箱根の予選会はもとより本
戦で走れるはずがないと、その厳しい現実に暗謄たる気持ち
になったのを記憶している。
5）手探りからの復活（第75回大会予選会.1998年）
多摩川サイクリングコースは市民ランナーのメッカであり、
箱根|駅伝に取り組む有力大学の練習コースでもある。市民ラ
ンナーが次から次へと声をかけてくる、他大学の選手が何度
もすれ違う週末の20～30km集団走は我がチームに大いなる
刺激を与えてくれた。
１２月の寒風、６月の灼熱地獄のもと、選手は30km走を黙々
と飽きることなく走り込み、当初完走出来る者が数人であっ
たのが、夏を迎える頃には集団でゴールする姿が増え、スタ
ミナが着実についていることを確信し「できない」から「で
きるかもしれない」へと自信が甦叺駅伝チームに明るさが
戻ってきた。
夏の三回にわたる合宿では、金澤コーチが収集した他大学
の戦力分析表が合宿期間中壁に張り出され、見えない敵の力
が把握でき厳しい走りこみを繰り返す中で、選手の精神安定
剤として機能した。
恒例の第一次白樺湖合宿は、湖の周辺コースや車山高原の
起伏を利用したコースで距離を伸ばす練習を中心に、第二次
は妙高高原に新たな合宿地を求め、標高1800mの笹が峰の森
林クロカンコースやアップダウンに富む野尻湖15km周回コ
ースで鍛え上げた。
第三次合宿は河口湖に移動し､｢スタミナからスピードへの
切り替え」を目的とし、夏の合宿の疲れを癒しながら、スピ
4）再建への苦悩
この敗北を機に、宮下慎一コーチが指導現場を退き、後任
に小金澤英樹君がコーチに就任することになった。しかし、
銀行マンとして仕事の傍ら､週末にグランドに出ての指導は、
チーム再建への道程が極めて厳しいものになると予想された。
筆者は、現場に12年ぶりに復帰し駅伝チームを側面から支
援するのが役割との思いでグランドに立ち始めたが、チーム
再建に傍観者ではいられない事態になったとの思いを強くし、
次なる１０年死に物狂いで箱根駅伝に取り組む覚,悟を決めた。
だがチーム再建の道筋を考える上で、箱根駅伝が巨大化し
ている現実に如何に対処すべきかが課題であった。もはや駅
伝担当コーチが孤軍奮闘しチーム作りに精を出す時代は終焉
し、組織と組織が正面からブツカリあう時代に変貌している
と直感し、まずは「支援体制の確立」と「専任コーチの導入」
こそ現状打開の第一歩だろうとの思いであったが、一時の停
滞も許されない指導現場は、打開策の構築をまっている猶予
などない深刻な事態の中で､「オレンジの灯を消すな」を合言
第２５巻
４となるべき選手ができつつあるものの、その後に続く選手と
の実力の差はいかんともしがたく、残り８人の選手の区間配
置がiiMiし〈、加えて一年間のブランク力辮ﾈ''１面で選手にどう
影響するのか、皆目見当がつかず多くの不安を残したまま、
箱根路への出陣となった。
’99年正月２日､大手町読売新聞社前を母校の命運を託され
た15校のスピードランナーが号砲一発、飛び出していった。
法政の一区は800,1500ｍを専門とする中距離ランナー徳本
（１年）のデビュー戦である。入学後、箱根駅伝にさしたる
興味もなく、中距離専門の練習を中心に過ごしてきた選手で
ある。１８km過ぎの六郷大橋、ここから残り３kmのスタミナに
一抹の不安もあったが区間10位と力走、大器の片鱗をみせて
くれた。将来、世界の舞台で活腿したいとの野望をもつ徳本
に「中距離ランナーのスピードをもって、箱根の－区を平然
と走りきれるくらいのスタミナがなければ、とてもではない
が世界では通用しない」と、その後箱根駅伝にこだわり、情
熱を傾け、選手として成長するキッカケを掴んだ初レースで
あった。
一方、学生長距離界の第一人者に急成長した坪田は、前年
予選会11位の屈辱を体験した選手である。高校長距離王国・
兵庫県にあって､県大会､近畿地区大会を勝ち抜いたものの、
全国ＩＨで予選敗退の屈辱を味わった無名校の選手、縁あっ
て法政大学に進学、１年～２年と思うように力を発揮できな
かたが、３年生になると本来の実力がﾌ(［開き、一気に学生長
距離界の頂点へと登りつめていった。
その坪田が、１０位で受けたオレンジの襟を肩に、エースが
集う花の二区を爆走した。先行する各校のエースを次々にと
らえ区間３位５人抜きの快挙を演じ、チーム順位を10位から
５位へと引き上げた。しかし、その後に続く選手の実力、経
験不足がたたり、山登りの５区で区間14位のブレーキで往路
１１位に沈んでしまった。法政には、復路で挽回する力はもは
やなく、ついに９区から10区で力尽き繰上げ出発の屈辱を味
わい総合14位でゴールし、シード権獲得、上位入賞への道の
険しさを思い知る大会であった。
なんとしても繋いでいかなければならない母校の纏を、駅
伝ではやってはいけない繰上げ出発という屈辱的体験を味わ
い、加えて選手の本戦での経験不足が露呈するなど、課題山
積の大会でもあった。
先にも記したが、選手の経験不足はレース本番前から露呈
していたといえる。昨今の箱根駅伝の過熱振りは中継所にも
反映し、選手が通過する２時間程前からファンが中継所周辺
に押しかけ、ウオーミングアップする場所の確保さえままな
らず、前の区間を走る選手が中継所に近づくにつれ、その喧
騒はさらに増し、選手は心身をコントロールする事が極めて
難しい状態になる。
連続出場を果たしている有力大学は、仮に前年選手に選ば
れなくとも、選手の付き添い等で中継所の喧騒を肌で味わう
ことが出来るのだが、初出場や１年～２年と本戦での出場資
格を失ったチームの選手や付き添いは、スタート前から中継
一ドヘの対応を主たる目的とし、秋の陣に備えていった。
環境を変えての三次にわたる夏の合宿で、選手は一層暹し
〈成長し、来るべき予選会に向け「できるかもしれない」か
ら「できる」へと自信を深めていった。
昨年の屈辱的な惨敗の一因として、故障者の続出があげら
れた。箱根駅伝のスタートラインに立つには、他大学に勝る
練習量と質が求められ、故障者が出ることを恐れて練習の量
や質を落としてはならないことは言うまでもないことだが、
法政のような少数精鋭で箱根に臨まなければならいチームに
とって、故障者の続出は致命的な結果をもたらすのである。
｢長距離ランナーに故障はつきもの｣をいかに打破するのか、
チーム作りの大きな命題でもあった。まず大学診療所の協力
を得て、血液検査や尿検査を定期的に実施し疲労状況を客観
的にコーチも選手も把握出来る様にし、疲労が蓄積するまえ
に徹底した専門トレーナーによるマッサージ、開業医をチー
ムドクターに迎えるなど、故障を未然に防止するシステムの
確立に腐心し、その効果もチームカ向上に大いに貢献してく
れた。
1998年の予選会に向けて、夏の合宿で自信を深め選手諸君
の仕上がりは良好､精iII1的にも極めて落ち着いた状態にあり、
この一年復活に全てを賭けてきたスタッフは「もはや、やる
べき事はやり尽くした」と、手応えを感じつつ選手をスター
トラインに送り出す事が出来た。
しかし、５km地点で１０名の通過が１０位、１０km、１５km地点
での通過が９位と｢今年もダメカ」というムードが漂ったが、
前半猛暑のもと先行する有力大学の選手が15km過ぎから脱
落し､前半自重した法政の選手は18km過ぎからの奇跡の逆転
劇を演じてくれた。エース坪田が総合５位、１０人月の吉田が
152位でゴールしたものの､法政は予選通過ラインの当落線上
あるとの情報が飛び交い重苦しい空気が流れた。
やがて、１位の東海大学から順次発表され、残された出場
切符は１枚､会場が一瞬静まり返り、固唾を呑んでいると…
「第６位、法政大学！」最後の出場校がコールされた。一年
前の落選以来この日のために骨身を削る思いで指導に当たっ
てきたスタッフにとって、重荷から解放された瞬間でもあっ
た。
大井埠頭の会場は、ひときは大きな歓声が上がり、法大の
学生、関係者の目は真っ赤、昨年予選11位で流した涙が、一
年後にうれし涙に変わり、奇跡とも言える復活の第一歩を記
す事が出来た。
6）実力の差を知る（第75回箱根駅伝・1999年）
復活の喜びに浸る間もなく75回大会への準備が慌しく始ま
った。予選会で疲弊した心身を癒し、次なる戦闘モードに切
り替えていかなければならない。しかし、一年のブランクと
指導陣の一新は、その準備全てが新たな試みとなり、手探り
状態で迎える本大会であった。
エース坪田の括臓、それに次ぐ徳本の成長と、チームの核
法政大学体育・スポーツ研究センター紀要
５所の喧騒に翻弄され本来の力を発揮できないままレースを終
えてしまうのである。この年の法政は、まさに一年のブラン
クから生じた経験不足と、選手層の薄さこそが敗因の全てで
あった。
幸い指導現場で悪戦苦闘するスタッフに共鳴する学内外の
人々から「支援組織を立ち上げよう」との呼びかけに123名の
方が呼応し､1996年４月｢法政大学駅伝友の会々報｣が創刊、
７月に設立総会へとこぎ付けた。山崎光雄友の会会長は「大
学の教職員やいろいろな社会で活躍している皆さんが純粋に
母校を思い駅伝が好きというまさに同好の士の集まりであ
る」と会の趣旨を記している。やがて、友の会は駅伝チーム
の復活、活躍によって支援の輪が一気に広がり、さらに陸上
部OB会との連携も深まり､厳しいトレーニングに耐える選手
やスタッフにとって、力強い心の支えとなっていった。
筆者は、友の会の活動にチームとして積極的に関わること
で、選手自身が社会性を身につけてくれることを大いに期待
した。つまり、選手は箱根を走りたいとの夢を抱いて大学に
入学してくるが、入学後ともするとグランドや多摩川のサイ
クリングコース、合宿所と大学を行き来するだけの狭い行動
範囲や人間関係の中で四年間を過ごし、大学生として社会性
を身に付ける場が希薄であるとの思いでいた。
駅伝の選手は、入学後から卒業まで学生生活の全てを箱根
に捧げ､大多数の選手は中学からはじめた十年間の競技生活
を終えて､社会へと巣立っていくのである｡そいった意味で、
友の会会員との交流は社会`性を身につける上で、絶好の機会
と捉えたのである。当初、交流会で壇上に立たされた選手諸
君は、言葉につまりスピーチがまともに出来ない者が続出し
たが、会を重ねていくうちに、彼らは箱根駅伝への夢や目標
を弁舌爽やかに語り、会場に溢れる会員を喜ばせる程に成長
し、友の会の存在が改めて見直された。
7）意識変革の兆候（1999年）
「10区間の襟がつながらない」チームとしてやってはいけ
ない駅伝を体験した選手は、坪田キャプテンを中心に新チー
ムづくりが始まった。
新チームは、箱根駅伝に「出たい」から「勝ちたい」へと
勝利へのこだわりを見せるチームへと変貌しつつあり､坪田、
徳本を軸に陸上競技のトラックシーズンでの大活躍がその予
兆でもあった。
日々グランドに立ち、その変化の兆しを感じたのはグラン
ドから約３km離れている合宿所から、選手が着替えを詰めた
バックを背に走って練習にやってくる光景を目にしたときで
ある。グランドまで自転車やバイクでやってくる選手達を見
るにつけ苦々しく思っていたが「合宿所から走ってこい」と
選手に指示しようとした矢先、午後からの練習に坪田選手が
一人ポツリと走ってきたのである。しばらくすると、二人、
三人とその数が増し、ついには集団でグランドに集まってく
るようになった。
この些細な変化を目撃し、今年のチームは何かをやってく
れそうだと、自信を喪失していたチームに伝統の輝きが戻り
つつあると実感したのである。
この年の５月、筆者自身も前部長の指名を受け陸上競技部
長の大役をおおせつかり、箱根駅伝はもとより伝統ある陸上
競技部全般の運営にも携わることになった。さらに加えてか
ねてからの念願だった長距離専任コーチを大学側が了とし、
成田道彦君を迎えることができたのである。
新チームの目標は、「トラックシーズンでの活躍」「インカ
レでの長距離全種目出場と入賞」「全日本大学駅伝への復活」
「箱根駅伝予選上位突破｣｢箱根シード権獲得」と意欲的なも
のとなり、組織として戦う準備がようやっと整ってきた。
ロ）専任コーチの導入へ
支援体制が動き出しても、しっかり指導現場を把握できる
指導者が存在しなければ、この先、安定したチームづくりは
不可能との認識に立ち、部長としてまず実現しなければなら
い事は、「駅伝専任コーチ」の導入であった。
他大学の駅伝指導体制の実情を把握し、大学当局や関係者
に「法政の現行の指導体制では、近い将来間違いなく箱根駅
伝の道は閉ざされる」と訴えて回った。校友理事であり友の
会会長・山崎光雄氏も「スポーツがテレビ、新聞を通じて報
道されるが受験生の注目度は大きいものがある。その媒体を
通じてのパブリシテイ効果を広告費に換算したら膨大なもの
になる。大学評価調査によってもスポーツが強い大学という
ことが法政の魅力の一つである。学問や政治経済の世界で母
校の校友が活躍し、母校の評価を高めるのも大事だが、スポ
ーツはもう一つの重要な意義をもっている｣と大学スポーツ、
ひときわ箱根駅伝における母校関係者の連帯感が強まるとの
理解を頂き、側面からご支援を頂いた。幸い、大学当局の大
英断により、間もなくすると専任コーチカ轤入されるとの一
報を受け、ようやく他大学と足並みが揃い、いよいよ念願だ
った本格的な駅伝指導体制の第一歩が踏み出せる､｢優勝の二
文字」も夢ではないと実感した。
しかし、その人材となると全くもって白紙状態であった。
イ）支援組織の連携と充実
法政大学の場合、大学主導で特定の運動部の強化を図るこ
とはない。箱根駅伝といえども特段優遇されることもなく、
他の体育会運動部と同じ土俵で選手強化を図らなければなら
ない。したがって、強化資金はOB会や陸上部父母後援会の浄
財が全てであるが、箱根に新規参入してくる大学は、大学主
導で強化資金を投入し強化に邇進する今日的状況では、古豪
大学の伝統的手法では竹やりで大砲に立ち向うに等しく、強
化合宿一つとっても、資金不足は駅伝のチームづくりに大き
なマイナス要因である。
したがって、法政にとって「安定したチーム作り」を目指
すには､なんとしてもＯＢ会組織とは別の支援組織の立ち上げ
が急務であった。
第２５巻
６成田コーチの着任によって、合宿所を生活拠点とする選手
の朝練習がキッチリと始まったが、当初キッチリやればやる
ほど故障者が続出する事態となり、思うように午後の本練習
に取り組むことができず、焦りに似た雰囲気がチームに漂っ
ていたが、これも従来行われていた自主的な朝練習の甘さを
露呈するものであり､やがて朝練習が軌道に乗り出すにつれ、
続出した故障者も減り､順調に月間走行距離がＩｉｌｌぴていった。
これは、予想以上の効果をもたらし、本練習の質量を根本
的に変革するキッカケとなり、第一の目標であった「安定し
たチームづくり」を支える基盤となった。
法政大学の駅伝チームには伝統校なるがゆえの厳しさ、つ
まり「箱根駅伝常時出場」という命題が常に重圧としてのし
かかり、それを跳ねのけるエネルギーを常に持ち合わせてい
なければならない。
念願だった「箱根復活」を果たしたチームは、－段高い目
標を掲げ更なる高みを目指しての挑戦が、坪田キャプテンを
中心に始まった。
「安定したチーム」とは、目標とする大会のスタートライ
ンに全員が無事に立つことから始まる。どんな過酷で優れた
練習を積んだとしても、スタートラインに立てなければ全て
が無に帰してしまうのが勝負の世界である。それ故に、少数
精鋭で戦いに臨まなければならない法政のチームにとって、
練習の量と質の変化から生じる故障者を未然に防ぐためのボ
ディメンテナンスには心血を注ぎ、個々人の体調に合わせた
繊密な練習管理が行われるようになった。
チームの第一目標は､｢関東インターカレッジ長距離全種目
出場」であったが、これも参加標準記録を多くの選手が突破
し全種目出場の目標を達成､その勢いを象徴するかのように、
坪田、徳本を中心にＨのマークが競技場狭しと疾駆し「法政
のオレンジが暴れるので、得点争いの計算がやりにくい」と
熾烈な総合優勝争いをしている体育系大学の関係者が1嘆くほ
ど、「法政復活･法政強し」の印象を他大学の関係者に植え付
けることになった。
第二の目標は「伊勢路への復活」である。箱根駅伝一辺倒
の関東の大学は､伊勢路を軽視する風潮が一部にみられるが、
箱根駅伝の常時出場を目指すならば伊勢路をキッチリ走りき
る総合力をチームとして試される。「伊勢路なくして箱根な
し」の強い思いで６月に行われる関東の選考会に臨むことに
なった。
９９年６月12日埼玉・鴻巣競技場で行われた選考会に、１８校
が参加し伊勢路への出場６枠をめぐっての激しいタイムレー
スが行われた。レースは走力別に４組に分け、各組２人ずつ
エントリーし、１万ｍ・８名の合計タイムで競われた。
気温27度、湿度70％高温多湿のレースは、波乱に波乱を呼
んだが、法政は１組目で団体３位の好位置につけ、２組目終
了時点では１位の中央大に２秒差で団体２位に、しかし３組
目の２人の選手が、後半急激なペースダウンに聾われ団体７
位に沈むアクシデントで、貯金を一気にはたき、４組目へと
突入した。
自薦他薦あるなかで伝統校としてなんとしてもＯＢの中から
人材を探さなければならないが、有力候補者が111役選手であ
ったり、あるいは競技から退き社会人として仕事に専念して
いるなど、競技実績、指導経験等々を考慮すると人材の紋込
みは困難を極めた。さらに人事の常であるが、候補者として
名が上がると、その人物について賛否両論が渦巻き、なかな
か決定に至らなかった。
しかし、大阪で実業団女子駅伝チームの監督をしていた成
田道彦氏が、所属チーム廃部に伴い東京に戻ってくるとの情
報を得て､陸上部OB会長を通じ母校で駅伝の指揮を取っても
らえないかと打診したところ、後輩の面倒をみようとの返事
を得て成田専任コーチがようやく誕生するに至った。
筆者は会報で｢法政OBの成田道彦氏が､箱根駅伝チームを
フルタイムで陣頭指揮する専任コーチ誕生の運びとなりまし
た。成田氏は戦後の法政駅伝史上に「成田の前に成田なし、
成田の後に成田なし」と言われるほど大活躍した名選手であ
り、卒業後は、日産のチームの一員として全日本実業団駅伝
にて全国制覇を成し遂げ、引退後は日産、フジタ、三'１１と１０
年間にわたってコーチ、監督を勤めあげた豊富な実績は、必
ずや法政の駅伝チーム活性化の起爆剤になってくれるものと
期待されます。
成田氏就任に伴い、コーチングスタッフの役割分担をより
明確にするため、組織上、短距離、跳硴、投掴l部門の渡部が
監督兼務で統括し、長距離部門を苅谷が部長兼務で統括する
ことになり、その下に成田氏を専任テクニカルコーチ、小金
澤氏をマネージメントコーチとしてトロイカ方式による指導
体制にて強化に取り組むことになりました。
さらに加えて、ＯＢ会組織である「法友陸上クラブ」が｢駅
伝友の会」と密接な連携をとりながら「箱根駅伝支援強化プ
ロジェクトチーム」を立ち上げて頂き、物心両面で現場を支
える体制力轆立されました」と成田体制の船出を記し、駅伝
は組織と組織の総力戦であるとの認識のもと「安定したチー
ムづくり」に向けての地道な取り組み力始まった。
8）箱根は伊勢路から
1999年７月、いよいよ成田専任コーチによる本格的な指導
が始まり、他大学と決定的な差を生んでいた朝練習の走行距
離に早速変化の兆しがみられた。
従来、朝の練習は選手の自主練習にまかせており、いくら
箱根を走りたいと夢を抱いて入学してきても、毎朝６時前に
起床、１時間走ることを義務ずけても、監督者の目が届かな
いと、時に寝坊し、時に練習をサボってしまう。いたしかた
のないことであるが、これを容認しなければならないシステ
ムでは、いつまでたっても練習の量、つまり月々の走行距離
を伸ばすことはできないし、質の高い練習へと転換すること
も難しい。毎朝起床、集合、１時間汗をかき、朝食、登校、
午後の練習にいたる生活のリズムの確立は、なんとしても朝
の練習からである。
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７コーチ陣から、最終組の坪田、徳本両選手に、何としても
代表権を得る団体６位確保の走り、エースの自覚を促す激が
飛んだ。
エースの坪田には、前半から速いペース展開で大きな先頭
集団を潰す事、徳本にはライバルの東海大だけを徹底的にマ
ークし、東海大の二人には絶Ｊ１【寸遅れない事が、スタート直前
に指示された。
坪田の変幻自在なペース配分に翻弄され、先頭集団は前半
から縦長の展開となり崩壊、ハイペースに飲み込まれた他大
学の主力選手は狼狽し、作戦は大成功だった。
一方徳本には､一周毎に東海大２選手との秒差力端示され、
中段位置を着実にキープし団体戦の勝負に徹した頭ll2I的な走
りでゴール、その実力の片鱗をみせつけた。
全レースが終了し、なんと団体３位、２位の早稲田大と８
秒差の大健闘に他大学から驚嘆の声が上がった。
３組目で団体７位に沈み、危機的状況に陥ってからの復元
力､結束力、これこそ｢古豪法政の底力」と高い評価を受け、
伊勢路へ４年ぶり３回目の出場権を獲得した。
味であった。練習量を落とし朝晩冷え込んでくると疲労も抜
け気力が充実し、残り２週間に入り精神面でも落ち着き「法
政が今やれることはやり尽くしてしまった」と過不足なく最
終調整を終える事が出来た。
10）２位通過で「出たい」から「勝ちたい」へ．1999年予
選会
1999年10月24日、秋晴れの下、大井埠頭20km周回コースで
開催された。予選会々場は、静寂の中にも緊張と興奮につつ
まれていた。
レース経過は、スタート後５km､１０kｍと法政の14名はスタ
ッフの指示通りの走りをみせ、先頭集団に属するエース坪田
と徳本、中盤を堅実に確保する土井、佐藤等、前半から予選
会突破を確信させる力強い走りを披露し「法政強いぞL|の声
が沿道のファンから上がった。
レース後半になっても、充実した走りこみが効を奏し14名
誰一人スタミナが切れる事無く、指示された集団の中で余裕
の表情を見せての走りが続いた。
周回の全てを終えて大黒柱・坪田が５位、その直後徳本が
８位でゴール。勢いづいた法政は一年のルーキー土井が17位
の快走を見せ、大村、渡辺が42位、４４位と粘りに粘って中盤
の位置をガッチリ確保した｡当初10人目が100番目前後を確保
しゴールする作戦であったが、なんと10番目の村井が86位と
健闘し、これで予選会通過が確定したとホット胸をなでおろ
していたが、正式発表では誰もが予想しえなかった予選会２
位、ほぼ全員が20kmの自己新を達成、さらに予選会コースで
の法政記録・10時間15分08分（10人の平均61分30秒８）の快
記録をたたき出した。
１０時間30分を予選会突破のタイムと設定していたが、実際
は６位の拓殖大学も10時間18分台と大幅に突破ラインが上が
り、戦国駅伝を象徴するレース結果に他大学の駅伝関係者も
一様に急激なレベルアップに戸惑いと驚きを隠せなかった。
法政大学にとっても「駅伝再建元年」を強く印象づける予
選会でもあった。
9）上半期の目標を達成し夏の合宿へ
チームとして年初の目標であった「関東インカレ長距離全
種目出場」と「全日本大学駅伝予選会突破」の二つの関門を
見事突破し、坪田、徳本両選手の活躍で勢いを感じてはいた
ものの、下位選手の調子の波が激しくスタッフは箱根の予選
会に向けて一抹の不安を感じつつ、夏の合宿へと突入してい
った。
初の北海道（別海町）での合宿をかわきりに、長野・白樺
湖、新潟・妙高高原、長野・菅平高原と計４回の合宿が;Ｍ１ま
れた。合宿の目標は、段階的に量から質へと移行するように
計画され、前半２回の合宿ではペースを落とし徹底的に走り
込みスタミナと精神力を養しない、合宿後半でレースペース
に近い実戦的なタイム設定によるスピードとスタミナの養成
を主眼にした練習に取り組むことになった。
６月から成田専任コーチの熟達した指導に、選手も全幅の
信頼を置き、法政の駅伝チームに競争心、闘争心が芽生え選
手の月間走行距離が着実に伸びつつあった。
本年の箱根駅伝予選会の目標として、１０時間30～25分、個
人では全員が63分以内､全員の通過順位は100番前後と設定し、
４次にわたる夏合宿の練習計画が組まれた。合宿を重ねるご
とに練習のレベルを上げていったが、故障者もなく順調に計
画を消化していった。
８月下旬からの白樺湖選抜合宿では、ほぼ全員が目標タイ
ムをクリヤし､予選会のメンバーに選ばれ自分が走るんだと、
選手間に自覚と競争心が生まれ、いい意味での自信がチーム
内にみなぎり、夏合宿終盤でその成長ぶりが伺えた。
４次にわたる合宿を無事終え、いよいよ１０月の予選会に向
けての調整段階へと入ったが、本拠地である多摩のグランド
に戻ってからは、しばらく厳しい合宿の疲れが抜けず停滞気
11）２９秒の壁に涙（第76回箱根駅伝・2000年）
イ）往路にオレンジ旋風が吹き荒れる
西暦2000年の幕開けを飾る76回大会は、快晴、微風、絶好
のコンディションのもと、各校を代表するスピードランナー
が大手町をスタートした。法政は昨秋予選会２位の立役者・
徳本を－区に配し、往路の流れをつくる作戦であった。期待
に応えて、学生中距離界ＮＯ１に成長した徳本は、スタート後
わずか1kmで先頭にたち、２位集団との差は３kmで80,,7
kmで160メートルと差を開き､優勝を争うチームにとって｢追
うタイミングを逸し」させる快走であった。その後も差は開
く一方で、２位の順大、駒大に１分５秒の大差をつけ、エー
ス坪田にオレンジの襟が渡った。
第２５巻
８箱根駅伝の女ﾈ''１は準備不足のチームに奇跡を起こしてくれる
ほど甘くはなかった。中継所の喧騒に飲み込まれ、精神のコ
ントロールを失った今津は、なすすべもなく、ずるずると後
退し区間14位、総合順位９位、勢いを失ってしまったオレン
ジの裸が８区・竹崎へと引き継がれた。８区は2年連続起用
の竹I崎、地元茅ケ崎出身と経験に起死回生の走りに期待され
たが､集団で20kmを走れても、一人で走りきる力が不足し積
極的にレースを組み立てることができず区間11位、後方から
追い上げてきた山梨学院大にもつかまり10位に後退、この時
点で法政にとって赤信号が点滅、残る２区間での熾烈なシー
ド権争いとなった。
９区は、成長箸い､新人・土井の走りにシード権争いの帰
趨がかかってきた。夏の野尻湖合宿で、先頭集団から遅れだ
しこれまでかと、後方を振り返ると離されまいと全身をゆす
り必死な形相で走る姿に、大物の片鱗を感じたが、その我慢
強さが本番で発揮できるかどうか注目された。
シード権争いに巻き込まれるだろうと予想していた土井は、
優勝候補の山梨学院大、神奈川大２校とのシード権争いに動
じることもなく、１６km地点まで神奈川大と併走し、その後山
梨学院大と大東文化大を捉える快走をみせ区間７位、後半力
尽きて８位の大東大に４秒差、９位の神奈川大に３秒差の総
合順位10位で最終区間へと、襟は引き継がれた。
１０区・久村は、実業団チームの北海道、別海、網走の夏合
宿に積極的に参加し、地力をつけてきた選手。
シード争いの真っ只中に立たされ引き継いだオレンジの裸、
先行する大東大を抜き去ったものの、神奈川大に突き放され
て９位に順位を下げ、このまま大手町のゴールにと祈る気持
ちも虚しく、３０秒後方から追いかけてきた山梨学院大かわさ
れて万事休す。
なんと９位山梨学院大と僅か29秒差で総合10位となり、シ
ード権獲得はならなかった。
往路で味わった天国､復路で味わった地獄､往・復路216,4kｍ
を10人で走って僅か29秒で失ったシード権、地力ある選手を
１０人揃え、かつ選手の個性を見極めた適材適所の区間配置、
箱根駅伝の|喧騒に動じない精神力等々、箱根駅伝で戦えるチ
ームづくりの難しさを指導者として改めて学んだ76回目の大
会であった。
チームづくりを託された成田専任コーチは､｢ある程度の練
習ができていたと思っていたがこの成績、チームとしての取
り組みに甘さがあった。練習の量、質とともに再考しなけれ
ばならない。予選会後の計画に余裕がなく、予選会で走った
14人中４人が1M〔障し、選手層の薄いわが校にとって致命的で
あった。加えて競争意識力稀薄であったため、本番では競り
合い負けや、レースでの状況判断が的確にできない選手があ
り、結果とし29秒差を詰めることができなかった」と76回大
会を総括した。
伝統あるオレンジの襟の重さを改めて認識した大会であった
が、「伝統校」という名に安住していては、年々厳しさを増す
箱根路へチームを送り出すことは出来ない。倒勝候補の一角
法大にとってｌ区の区間賞は32回大会の山内二郎選手以来
44年ぶり２回目の快挙、レース後徳本は、「スタート地点に立
ったとき、他校の顔ぶれを見たら自分が一番強いという自信
が湧いてきた。最初から突っ走ろうと決め、後続の威圧感も
感じることがなかったので、１０kmあたりで、「これはもらっ
た」と奇襲戦法はスタート前に決め、「法政に徳本あり」を全
国にアピールすると共に、優勝を狙う大学の陣営に衝撃が走
った。
昨年区間10位の不振から一年足らずで､２０kｍを一気に走り
きるスピードとスタミナを身につけたことを、箱根の大舞台
で見事実証してみせた。
ｌ区の「徳本効果」はエース・坪田の闘争心とプライドに
火をつけた。樺を受けたとたん、一度も後ろを振り返ること
もなく、まつしぐらに花のエース区間を突っ走り、２位争い
で互いに牽制しあう駒大と111同大を突き放し、さらに35秒の差
をつけ貯金を1分40秒とした｡｢徳本はトップでくると信じて
はいが、あれだけ離してくるとは、正直焦った。自分が予定
したペースであったが、１０km付近できつくなったが、ここで
ペースが落ちたら、徳本に何を言われるかわからないと、自
らカツをいれたら楽に走れるようになった」とまさにニュー
ミレニアムにオレンジ旋風が吹き荒れる激走で、成田道彦選
手以来22年ぶりの区間賞を獲得し、最終学年で見事大輪の花
を咲かせた。
１区､２区連続区間賞の獲得は､３区の佐藤に余裕を与え、
設定タイム通り落ち着いたペース配分で走り、中盤以降も良
いリズムを保ち、２位に浮上した帝京大に55秒差をつけ首位
を死守し、４区奈良澤へとオレンジの裸が引き継がれた。
しかし､２０kmを走りきるスタミナに欠ける奈良澤は、１２kｍ
過ぎで首位を明け渡し区間４位に沈んだ。５区の山登りは、
後続に有力校が僅差で続いているため、大村が一気に順位を
下げるのではと思われたが、山登りの強者が集う中で気後れ
することもなく、粘りある走りをみせ区間７位と健闘、箱根
町・芦ノ湖湖畔のゴールに往路６位で無事ゴールした。
ゴールの芦ノ湖湖畔には、法政のオレンジ旋風の余韻が残
り、駅伝関係者からその健闘に祝福の声が上がった。
ロ）復路失速２９秒差の屈辱
昨秋の予選会以降、４人の故障者が出てしまい少数精鋭で
臨まざるをえない本学にとって、「先行逃げ切り型｣のオーダ
ーしか組めず、手薄な復路の区間配置に一抹の不安を抱えて
の、復路スタートであった。
６区の山を無事に下りきればシード権独得をと、淡い期待
をもってスタートさせた長谷川であったが、山を下り始めて
もスピードが一向に上らず、先行する選手との距離が開き、
さらに後続の選手にも次から次へと抜かれ精神的弱さを露呈
する区間最下位の大ブレーキで総合８位に急降下、シード権
獲得に早くも黄色信号が灯ってしまった。
７区は大会２日前に起用を決めた－年生の今津、急遼抜擢
ざれ戦う心の準備のないままスタートラインに立ちスタート、
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９と言われた強豪校が些細なミスからシード落ちをする厳しい
現実。チームを大きく飛躍させるには、常にマンネリを打破
し、有能な人材を積極果敢に発掘し、現場では先鋭的なトレ
ーニングと地道な選手育成が丁:可欠である。箱根制覇には、
克服しなければならない課題が幾重にも山積しており､｢伝統
校」「古豪法政」といった地位に安住することなく「少数精鋭
ながら強靭な走りで箱根路を制覇する選手」を育成しなけれ
ばならないと痛感させられた大会であった。
する大学にとって各大学の戦力を占う前哨戦として位置づけ
られ、年毎に選考会の関心が高まってきている。
法政はチームとして結束力に欠ける状態が続き、不安を抱
えて臨んだ大会であったが、思い切って１組目に１年生コン
ビの坂野、中村を抜掘、見事期待に応えて１万mで自己記録
を大幅に更新する`快走をみせ、坂野が12位、中村が22位、チ
ーム順位は予想を上回る９位での発進、法政陣営は不安から
期待へと一変した。
２組目はピッチ走法の早川と仕上がりが遅れた新人長嶺が
１組の勢いを引き継いでくれるか、固唾を飲んでレースの帰
趨を見守った。早川は冷静なレース運びで順位を上げ、15位
でゴール。しかし体調が思わしくない長嶺は後半力尽き周回
遅れの30位に沈み、チーム順位が11位と下降し、出場権獲得
に黄信号が灯ってしまった。
３組目は、箱根で屈辱の29秒差でゴールした３年の久村と
大物ルーキー黒田の組み合わせ、黒田は小柄ながら日本人離
れした長い脚と、前後に大きく開くストライド走法で先頭集
団に食らいつき、残り２周で度肝を抜くロングスパートを仕
掛け、そのまま差をひろげて29分38秒14で１着ゴール、久村
も遅れることなく16位と健闘し､チーム順位を９位へと戻し、
再び法政陣営に希望の灯がともった。
この時点で、７位東洋大との差は32秒35、逆転可能なタイ
ム差であるが、各大学とも最終４組目には１万m28分台のエ
ース級を投入してくるので、レース終了後まで予断を許さぬ
状況となった。
法政は４組目に３年生エースの徳本と、急激に地力をつけ
てきた２年生の土井を投入。徳本は先行する黒人留学生を無
視し、ライバル校の早稲田の佐藤を徹底的にマークする戦法
をとりレース終盤を迎えた。残り一周の鐘が鳴ると同時に、
佐藤が一気にスパートをかけ逃げ切りをはかるが、スピード
にかけては学生界ナンバーワンの徳本は落ち着いて後を追い、
第三コーナーで佐藤をかわしトップに躍り出ると、そのまま
誇らしげに日本人トップ、２８分38秒88の法政新記録で歓喜の
ゴール。前半のハイペースに遅れをとったものの、我慢強さ
が身上の土井が自己新の25位でゴールし総合111頁位を一気に上
げ、厳しい状況からの逆転劇に期待がふくらんだ。
その結果､総合順位は９位からなんと５位にまで大躍進し、
出場８名のうち７名が自己新記録をたたき出し、合計持ちタ
イムを実に３分44秒35も上回る快挙で、奇跡の大逆転で２年
連続して伊勢路への出場権を獲得した。
こんな底力がどこにあったのか、春先からまとまりのない
チーム状態を知る者にとって、己の不明を恥じると共に、若
者の無限の力と可能性を信じて事に当たり、それを導き出す
指導現場と指導者のありようを改めて考えさせられる`快挙で
あった。
12）歯車が11歯み合わぬもどかしさ（2000年）
法政にとって箱根駅伝復活の象徴的存在であった坪田は卒
業後の進路を、実業団駅伝の雄コニカ（現・コニカミノルタ）
に決め巣立っていった。
「箱根路に29秒を取り返しにいく」が合言葉で始まったが、
春先から徳本、土井等の中心選手と次につながる選手との力
の差が埋まらず、加えてチームとしての結束力にかける法政
駅伝チームの悪い面だけが露呈し、グランドには昨年の勢い
が失せ、いたずらに時が過ぎていった。
2000年度新チームの駅伝主将に指名きれた大村は「29秒差
のシード落ちは､「さらなる試練｣と受け止め､一人一人が｢強
い選手」になれるようにしたい。先輩方の穴埋めでは目標達
成どころか、本選で戦うこともできないという危機感をもっ
ている。全ての選手がエース徳本の影に隠れてしまわない強
さと個性をこの一年でもたなければならない。上級生も下級
生もない、選手同士の争いを意識的に行うことが、重要でな
いかと思う。「箱根に出たい」だけの争いでは強くなれない、
「走っている者は全て敵」という競争心をもって練習に試合
に臨んで欲しい」選手間の競争意識を喚起する決意を語って
いる。まさに選手自身が法政チームの弱点を自覚し、それを
克服すべき課題としているところに、２９秒の屈辱から得た意
識改革であった。が、強さの際立つ３年生徳本と４年生との
実力差に加え就職活動等が重なり、春先からチームリーダー
不在の状況が続いた｡スタッフは､ここは選手との我慢比べ、
チームとしてのまとまりは時間が解決してくれるとの思いで、
学生が自主的に動き始めるのをジックリ待つ方針でチームづ
くりに取り組んでいった。
イ）奇跡の快進撃で伊勢路再び（全曰本大学駅伝選考会.
2000年）
チームとしてまとまるキッカケとなったのは、６月上旬に
行われた全日本大学駅伝選考会であった。昨年４年ぶりに復
活した伊勢路への連続出場にむけ、グランドは少しずつ活気
が戻りつつあった。
この時期、４年生の中には教育実習や就職活動でグランド
に顔を出さなくなる。チーム編成は、思い切って１年生を抜
擢し､２～３年生中心に据える構成を考えなければならない。
６月１０日埼玉鴻巣競技場で行われた選考会は、箱根駅伝の
新戦力が一堂に会する大会であり、昨今、箱根にチャレンジ
ロ）危機意識つのる夏合宿
何か歯車がU歯み合わぬもどかしさを感じつつ上半期を過ご
してきたチームは、前期試験を終えて、早速過酷な夏合宿へ
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ければならない､l厳しいチーム状態で迎える予選会となった。
前半は予想通り黒人２選手がレースをリードし、徳本も日
本人トップで先頭集団をキープする展開となった。しかし中
盤を過ぎてから法政の５番手以降の順位が一向に上がらず、
不安が脳裏をよぎった。
快晴、気温上昇がレースをより厳しくし、加えて後半に入
って激しいアップダウンが選手を苦しめる事になり、各大学
の順位は大きく変動し、全く箱根出場権の行方はわからなく
なってきた。
１５キロメートル過ぎ、心配していた徳本の体調不良が現実
となった。先頭集団をリードしていた徳本の表情に余裕がな
くなり、さらに上体が反り返り頭を右に傾ける走りへと激変
した。前日過労からか発熱し、体調が十分でないまま臨んだ
レースでの異変、スタッフにとって最も恐れていた大黒柱の
異変、脱水症状の発症である。
意識縢臓とするなかで手足に痙撃が、自分を追い越そうす
る２年の土井に｢行ってくれ､行ってくれ｣と絶'１１Ｉする徳本、
「頑張って」の一言を追い抜きざま発する土井、何としても
箱根への気持ちから発した後輩の激が徳本を奮い立たせ、よ
ろめきながらl頂位を15位に下げなんとかゴールにたどりつい
た。意識尉龍となる危険な状態になるまで走りきった執念、
屈辱の29秒を取り返したいとの一心とチームのために走りき
った責任感に駅伝ファンから絶賛の声が上がった。
一方エースの失速に奮い立った２年・土井が日本人トップ
の３位でゴールし、その潜在力の高さを他大学の駅伝関係者
に知らしめる快走であった。ゴール付近での徳本の騒ぎに気
を奪われている最中、なんと４年・大村が意地の走りで１８
位、黒田が19位でゴールし、ホッとしたものの、その後が続
かない。
気をもむことｌ分、この１年１秒、１秒の大切さ、屈辱の
29秒を体験してきたチームにとって、何とも長く切ない空白
の時間であった。７０位で１年生の長嶺が、８４位で奈良澤がゴ
ールする。しかし予選会を６位以内で勝ち抜くために、１０人
の選手がなんとしても100位以内でゴールすることが安全圏
への必須条件であると､事前のミーティングで指示している。
常に自分の順位を意識しながら一つでも順位をあげるために、
後続選手の必死な走りが続いた。しかし、奈良澤が84位でゴ
ールした後、再び１分の空白ができ、なんと115位、119位、
さらに10位の中村が法政１位の土井に遅れること３分56秒
131位でのゴール、この時点で法政陣営に暗雲がたちこめた。
予選会々場には、他大学や女子マネージャーによる集計情
報が鈴綜し「法政が落ちた」「東洋大が通過した」など様々な
情報が乱れ飛び、その都度一喜一憂、正式発表をやきもきし
ながら待つことになった。
しばらくすると、女子マネージャーから「先生大丈夫みた
いですよ、法政と７位との差が１分以上離れていますから」
と明るい笑顔、ホッと胸を撫で下ろしたものの、正式発表ま
では安心できない。１時間後、薄氷を踏む総合５位での通過
が発表された。成田監督の級密な指導により着実に走行距離
と突入した。
就職活動から戻った４年生も逐次合宿に参加してきたが、
上半期の練習不足がたたり過酷な走りこみの練習計画に対応
できず、故障から合宿途中で練習離脱者が続出した。一向に
チームとしての士気があがらぬまま、相変わらず選手層の薄
さからくる競争意識、危機意識の希薄さが気になる合宿であ
った。合宿中エース徳本が、テレビ取材中にもかかわらず、
ミーティングで４年生の覇気のなさに怒りをぶつつけ､｢ただ
合宿でうまい飯が食えるからと参加し、やる気がないなら帰
ってくれ、やる気があるかないかは一緒に練習していれば分
かる、本当に箱根で戦う気があるのか」と上級生に向かって
怒りを爆発させた。
まさにこの年のチーム状態を象徴する出来事であり、２９秒
差の屈辱への自覚なくして合宿する意味がないとの思いから
発した徳本発言は､｢上級生なくとも俺たちでやるべきことは
やる」といった仲間への強いメッセージとなった。チームは
これを機に、３年生・徳本が実質的にチームをリードする転
換点となった。
質量共に豊富な練習をこなす徳本、それに必死になって喰
らいついていく２～３年生、就職活動等で遅れをとっていた
４年生も夏合宿後半になり、ようやく厳しい練習に対応でき
つつあり、秋の陣に術へ急ピッチで練習スケジュールが消化
されていった。
駅伝チームにとって、９月初旬の日本インターカレッジで
主力メンバーが戦いの火蓋をきり、つづいて１万mの記録会
での実力診断、10月初旬に出雲大学駅伝、中旬に箱根駅伝予
選会、さらに11月初旬の全日本大学駅伝へと続く過密日程を
いかに乗りきるか、秋のシーズンの大きな課題であった。
過密スケジュールを乗り切るために、出雲駅伝には主力メ
ンバーをはずし、徳本プラスＢチームの編成でレースに臨み
16位となったが、１０日後の箱根駅伝予選会を考えると、主催
者には失礼と知りつつも主力選手を温存し、来たるべき決戦
に備え、慎重の上にも慎重な策を取ることになった。
ハ）薄氷を踏む思いで得た箱根路切符（第77回箱根駅伝予
選会．2000年）
第77回箱根駅伝予選会は、立川の昭和記念公園に会場を移
すことが正式に決定した。フラットな大井埠頭のコースと異
なり、立川のコースは周回毎にアップダウンを繰り返し、力Ⅱ
えてコース幅も狭く、直線が少なく前方の見通しも悪い、選
手にとって厳しいコースセッティングとなった。さらに新コ
ースにもかかわらず学生連盟が主催する事前の試走は一回き
りと､予選会に臨む各チームにとって極めて情報量の少ない、
ぶっつけ本番に近い予選会であった。
法政チームも、出雲駅伝で主力選手を温存したものの１０日
前に区間賞で快走した徳本の体調に、一抹の不安を抱えつつ
予選会本番を迎える事になった。
夏から続く４年生の不振、今回も大村と竹崎のみが４年生
として出場、経験不足の１年生４名と２年生３名を起用しな
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を重ね、チームとして成長していることを肌で感じつつも、
思うような結果がでないもどかしさに苛立ちさえ感じた。１０
人の体調をきっちり仕上げ、ゴールさせなければ夢の箱根路
が夢のままで終わってしまう、本戦には国学院大と黒人パワ
ーで平成国際大が６位に入り、２校が初出場を果たすなど、
予選会の厳しさを改めて思い知らされると同時に、エースに
依存しないチームづくりが不可欠との思いを強くする大会で
もあった。
箱根路切符、様々な試練を乗り越えてたどり着いた大手町の
スタート地点。
シード権獲得の９位以内を確保、昨年のような派手さはい
らない、地味でもいいから選手全員が着実に走り、次の区間
につなげシード権確保を第一目標に臨んだ大会であった。
幸い、最終局面に入いって昨年の予選会、本番を経験して
いる３年、４年生の故障組がメンバー入りを果たし、懸念し
ていた不安材料が解消されて、臨戦態勢力湛いつつあった。
駅伝ファンも「今年の法政はいつもと違う、そんな予感が
する。予選会でヒヤリとしたが、それに替わる力が着実に育
っている」｢限界への挑戦､－秒を大切に｣｢２１世紀の幕開け、
箱根路にオレンジ旋風を」と勝負に粘りがでてきた法政チー
ムに期待するメッセージが多数寄せられた。
年末の最終段階に入って選手は、本番に向けて静かな中に
も闘志がみなぎり、今度こそは行けるチャンス到来との思い
がグランドに漂ってきた。
二）２年連続伊勢路への挑戦（第３２回全日本大学駅伝対校
選手権・2000年）
予選会で思わぬアクシデントに見舞われ、不本意な成績で
の通過に選手は奮い立ち、次なる目標を伊勢路の全日本大学
駅伝へと気持ちをいち早く切り替えてくれた。
徳本は、自ら力湘いた予選会の苦戦、それを救ってくれた
チームメイトの底力に、感謝する気持ちが芽生え、傍から見
ていても相互の信頼感が強まりチームの結束力が一気に高ま
ってきたことを肌で感じる事ができた。まさに徳本のアクシ
デントは､不幸中の幸い､雨降って地固まるの楡えのごとく、
バラバラだった選手の気持ちが一つになり、法政らしい自由
奔放ななかにも自主性が甦り、短時期にチームが勢いづいて
いった。
１１月５日､名古屋の熱田神宮～三重伊勢ﾈlll宮間106,8kmで行
われた。もてる力を出し切って消耗戦を乗り切った箱根駅伝
予選会から２週間、心身ともに疲労を残したままで臨んだレ
ースであったが、各選手は粘りある走りを見せてくれた。
全国25大学の精鋭チームが参加したが、１区の重責を任さ
れたのが一年・黒田、スピードランナーが集うｌ区で先頭集
団に食らいつき10位で、エース・徳本へと襟をつないだ。徳
本がアクシデントから２週間で体調を整えることが出来るか
否か、チームの浮沈がかかる調整であったが、百戦錬磨の徳
本は見事な立ち直り見せ、沿道の駅伝ファンに素晴らしい走
りを披露してくれた。
２区･徳本は前半押さえ気味でレースを組み立てていたが、
８人抜きのごぼう抜きを演じる区間賞で、一気にチームを２
位へと押し上げてくれた。ここから各選手がもてる力を存分
に発揮し、粘りに粘って６～７位をキープする熾烈なシード
権争いに加わる頑張りをみせてくれた。最終８区で待ち構え
る４年・大村へと襟は引き継がれたが、しかし大村のピッチ
は一向に上がらず、先行する日大との差がジリジリと開き、
さらに中央大にもかわされて総合８位でゴールした。
残念ながらシード権を逃したものの、予選会から僅か２週
間で体調を戻し、かつ粘りのレースが出来た事に、本番箱根
への手応えを感じつつ伊勢路を後にした。
イ）オレンジ旋風の立役者・ルーキー黒田とエース徳本の
爆走
２１世紀の新春を飾る第77回大会は、2001年１月２日～３日
の両日、大手町～箱根芦ノ湖を往復１０区間､216,4kmで行われ
た。
往路のスタート地点は快晴、各校を代表するスピードラン
ナーが集うｌ区は、レースの流れを決める重要区間、インタ
ーハイ3000m障害の覇者・黒田を起用、新人ながら度胸は満
点必ずや１区の流れをつくってくれるとの判断で抜擢した選
手である。
丸山学連会長によるピストルの号砲がピルの谷間に響き渡
るやいなや、選手が一斉にコースへと飛び出していく、先頭
集団は５kｍを14分40秒､10kｍを29分46秒と理想のスプリット
タイムで通過、黒田はレース中盤を引っ張る積極性をみせ、
終盤にむけて期待が膨らんだ。
２０km過ぎて、先頭の集団のペースが急激に上がり、いよい
よ駅伝ｌ区特有のサバイバルゲームが始まった。
各選手が激しくもみ合う中で新人らしからぬ度胸と積極性
でレースを支配し、２区の鶴見中継所に１位･中央大、２位・
神奈川大と２秒差の３位で待ち受けるエース・徳本へと棒を
つないだ。まさに新人らしからぬ快走で駅伝の流れをつくる
大役を見事に果たしてくれた。
各校のエースが母校の栄誉を賭けてしのぎをけずる花の２
区、学生長距離界を代表するランナーに成長した徳本「この
－年29秒という時間を取り戻すために努力してきたと」いっ
てはばからない、後輩・黒田の快走に大いなる刺激を受けて
の登場である。前半は自重し、６チームが集団を形成するな
かで終始レースを支配する余裕ある走りをみせていた。保土
ケ谷を過ぎてから次第にペースが上がり集団がぱらけるなか
で、駒澤大の神屋選手との並走が始まり権田坂からのマッチ
ーレースとなったが､残り２kmあたりで決着をつけ２年連続
で戸塚の中継所にトップで飛び込んできた。２位駒沢大の神
13)箱根路にオレンジ旋風吹き止まず（第77回箱根駅伝．
2001年）
29秒差の屈辱、チーム崩壊の危機、予選会５位でつかんだ
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屋に１０秒差をつけてiit居るエースを一蹴し、全国の駅伝ファ
ンにサングラスと茶髪と共にその実力をアピールした。
徳本はこの１年を振り返り「29秒を取り返しにいくことだ
けを考えていたが、仲間は本当に悔しいと思っているのか？
シード権を絶対とるという気持ちがあるのか？どうしたら目
標に向かって意識を上げてくれるのか、色々問題を抱えて時
間が過ぎていった。夏合宿、予選会を終えると、－人がたっ
た３秒ではなく、一人が29秒を取り返すのだという意識が芽
生え、シード権は絶〕lhlに取るという雰囲気の中で箱根を迎え
ることができた」とバラバラだったチームが立ち直り、チー
ム事情が好転していく経緯を語っている。
まさに、駅伝はエースの存在がチームに活力を与えてはく
れるが、一人一人の目標が一つになり同じ方向に向かってい
く意識改革なくして何も始まらない事を、如実に示すもので
あった。
大村、２年続けての山登りとはいえ１万mのベストタイム３０
分21秒１，５区の出走者で最下位の持ちタイムでの起用に、
箱根の山中で法政は首位を譲り渡すのではと思われていた。
２位の順天大は小田原中継所を29秒差で奥田が、３位の中
央大が１分10秒差で走りだした。奥田は昨年８区の区間賞、
藤原は５区の区間賞を２年連続で狙う両校のエース的存在の
選手、高校時代の実績も申し分なく、陸上競技部のマネージ
ャーを兼ねる大村の劣勢は明らかだった。
しかし駅伝は、持ちタイムだけでは決まらない要素が多数
を占め、勝負の帰趨は神のみぞ知るからこそ、人々に数多の
感動を与え、記憶の脳裏に焼きつくレースを創造してきたと
もいえる。トップで襟を受けた大村は「絶対に往路優勝を」
と、強気の走りに徹し「なめられてたまるか、ガッンと気合
を入れて｣箱根の登りを攻め続けていった｡小涌園前の11,6kｍ
地点でなんと２位・奥田との差を38秒差に広げ、このまま逃
げ切れるのではと思わせる走りを見せた。
しかし、山を登るにつれ、箱根山中で収まっていた強風が
再びその牙をむき、163cm､53kgと小柄な大村を襲い始めた。
前半のオーバーペース、強風、冷体温が災いし山頂手前から
除々に失速し、テレビ映像からも山頂付近の直線コースで後
方から迫る奥田の姿が映し出された。今年の往路は、スター
ト地点の大手町は無風状態、しかし２区に入ると季節風が1次
き始め､茅ケ崎の国道134号線に入ると相模湾は白波が激しく
波打ち、選手にとって終始向かい風に立ち向かわなければな
らない状況であった。さらに箱根の山頂付近は、強風という
よりも台風並みの暴風が吹きすさび、最悪のコンディション
の中で熾烈なレースが展開された。
小柄な大村は、急峻な山をなんとか登り終え、成田監督か
ら「下りで一気に勝負しろ」の激に反応したものの、強風に
翻弄され「すごい向かい風で、走っているのか歩いているの
かわからないほどだった」と、先行するテレビ中継車を風除
けにしながら左右に蛇行する走りでもがき苦しみながら前進
していった｡が､ついに山頂付近の16,7km地点で長身の順大・
奥田につかまり、法政もこれまでかと思わせた。しかし大村
は、下りに入ってしばらく奥田の後方に付け並走する頑張り
をみせた。｢並ばれても自分が先に仕掛けてやろうと」最後の
勝負に執念を燃やしていた。
言葉通り、ゴールの芦ノ湖を眼下に見渡せる下りに入って
一気にスパートし奥田との差を広げる策にでた。テレビ画面
を注視していたお茶の間のファンは、この首を振り上体を揺
すり、苦痛で顔を歪めながら、気力を振り絞る姿に誰もが感
動したという。
箱根神社の赤い大鳥居を通過し、ついに大村の心身は極限
状態になり、激しく追い上げてきた中央大の藤原に19km地点
で、息を1次き返した順大の奥田にもかわされて、健闘むなし
〈３位でゴールを迎えることになった。
筆者は、毎年スタッフが用意する車に同乗し、選手が走る
２時間前に各中継所に待機する選手を激励しながら体調を最
終チェックし、次の中継所へと向かうことが恒例となってい
ロ）向かい風を見方に無欲の走りに徹した竹崎と中村
３区の４年生・竹l崎は大晦日に補欠要因から急Xji抜擢され
た選手、２位駒沢大と10秒差を引き継いだが、実力からみて
首位交代は時間の問題と誰もが思っていた。折から３区は強
風が吹き荒れ、湘南海岸に入り向かい風は防砂林の松を吹き
飛ばさんばかりの暴風と化していた。幸い、竹崎は地元茅ヶ
崎の出身、海風を子守唄に育ってきた選手「風が気にならな
いほど走り出してから調子が良かった」と「後ろとの差はほ
とんどなかったし、どうせ抜かれるだろうと」とマイペース
に徹しての走りが功を奏した。２年～３年生と連続し８区を
まかされたが区間最下位と11位、結果を残せぬまま最後の最
後で得たチャンスに「絶対失敗出来なかった」と、強風、向
かい風の中もがき苦しむ後続の選手を尻目に、背筋をピンと
伸ばし大型選手特有のダイナミックなストライド走法でじり
じりと差を広げていき、法政の独走態勢を築く区間２位の快
走､後続との差１０秒から1分09秒に拡大し、「走れなかった同
期の分も」の思いを乗せたミラクルランに沿道から絶賛の声
が上がった。
駅伝は先手必勝、いい流れをつくって後続の選手に夢を託
す競技である。その典型的なレース展開を繰り広げる法政の
オレンジ旋風は、折から吹き荒れる強風を()のともせず、４
区新人・中村へと引き継がれた。大学駅伝初登場の中村は大
量リードを味方に、後続を気にすることなく前半からゆった
りとしたリズムを刻みながら、アップダウンを繰り返す４区
を滑るような軽快な走りを披露する。身長177cm、６２kgの大
型選手は向かい風を得意とし「風が強く“やったな！”と思
いながら走ったが､残り３kmをもっと頑張っていれば､大村
さんを楽にさせてあげたのに」と新人ながら先輩を思いやる
走りで、法政大史上初めて、熱狂する駅伝ファンが渦巻く小
田原中継所へトップで飛び込んできた。
ハ）感動を生んだ大村の熱走
オレンジの禅は、２年連続５区・山登りを託された４年の
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ろ。この年も、芦ノ湖湖畔のゴールに遅くとも1時間前に到
着し、選手のゴールを出迎える手はずであった。しかし、法
政のｌ区から始まる旋風、独走態勢にファンは普段よりも早
く沿道に繰り出し、車の渋滞が早まっていた。小田原中継所
で待機する大村を激励し、直ちに本道を外７Ｍ､田原から宮下
に向かう林道を迂回し、ゴールを目指したが、駅伝のコース
上はいつになく交通規制が厳しく、規制されるたびに迂回し
ながらゴールを目指したが、テレビ画面に映しだされる大村
の姿からしてスタッフの車が芦ノ湖湖畔に間に合わなくなる、
そうなると誰もゴールで大村を迎え、介抱する法政の関係者
がいないことになる。
選手の通過が迫り一般車両の規制がますます強化され、ス
タッフの車は立ち往生してしまった。規制に携わる現場の警
察官に「法政大のスタッフだが、ゴールで誰も迎える者がい
ない、何としてもコース上を走ってゴールに向かわせて」と
懇願した。事情を察した現場責任者から快諾を得て急いでゴ
ールに向かったが､筆者は途中渋滞に巻き込まれたスタッフ
の車を放棄して、全力疾走でゴール地点に向かった。なんと
10分後に大村が到着し、かろうじて選手を迎え介抱すること
ができホットした。
誰もが予想しえなかった往路３位の快挙、ゴール付近は精
魂使い果たし毛布にくるまり介抱を受ける大村選手に、二重
三重の人垣ができ「よくやった！」「感動した！」との声が上
がった。大村は70年ぶりに２度目の往路優勝を逃した責任か
らか、身体の奥底から「クッソウ！」と声を絞り出し泣き崩
れた。しかし、法政陣営にとって胸を打つ激走につぐ激走で
全国の駅伝ファンに感動を与え、念願のシード権獲得に向け
大きく前進させた立役者に慰労の言葉を送り､成田監督は｢往
路は５～６番で十分、優勝候補の駒沢大に1分30秒差をつけ
ての３位だから100点満点｣と往路で各自の持てる力を出し切
り健闘した選手の走りを絶賛した。
25秒遅れてようやく号砲が鳴り国道へと飛び出していった。
なんという役員の不手際、２９秒にこだわってきたこの一年、
またもや25秒に泣かされるのか、と法政陣営にいやなムード
が漂った。
しかし、成長箸しい長嶺は「一瞬焦ったが、すぐに落ち着
いて走れた、駒沢大の松下さんとは力の差があるので、追い
つかれるのは覚悟していた。しかし追いつかれても差を広げ
られなければ］と初出場の新人らしからぬ度胸で、冷静沈着
に山を下った。１３km地点で駒沢大･松下に追いつかれたもの
の、見た目は追いつかれてもスタート時点で、出遅れた25秒
があり実質的にはまだ抜かれてはいない。その後、粘りに粘
って17秒差で小田原中継所へとやってきた。スタートの25秒
を差し引くと、駒沢大にまだ８秒勝って３位をキープし、懸
念していた６区の鬼門を乗り越える快走であった｡長嶺は｢往
路の黒田、中村の走りを見て、同じ練習で鍛えてきたのだか
ら、自分も走れるはず」と新人同期の活躍が大いに刺激にな
ったという。
へ）堅実につないで期待に応えた、７区・奈良澤、８区・
高橋
７区に起用した奈良灘は、１万mのベスト記録、２９分06秒
５をもつ素質十分な選手、しかし箱根では３区14位、４区１３
位とチームの脚を引っ張る存在となり、周囲からも何かと批
判の対象とされ、いささか自信を失いかけていた。成田監督
も、前半抑えて入り、後半頑張る安全策を指示したが、「３年
目の正直、箱根を２回経験しているので、思い切って前半か
らいく」と前半からハイペースで入り、スタッフをハラハラ
させたが、チームの勢いが乗り移ったような気迫で、駒沢大
の揖斐を30m差に詰め寄り沿道のフアンを熱狂させる走りを
みせた。ざすがに後半に入り失速し総合４位に後退したもの
の、なんと７区の法大記録１時間５分52秒を大幅に更新する
１時間３分53秒、区間４位と大健闘、復路でもオレンジ旋風
が吹き荒れ８区の高橋へと禅が渡った。
高橋は、800mを専門とする中距離ランナー。筆者自身が高
校の全国大会で予選の走りを見て､｢決勝に残ったら法政の進
学を考えて」と話しかけた選手である。
決勝進出を決め、早速「800mだけど、大学に入って箱根駅
伝を目指してみないか」と誘ったら、「箱根駅伝を走ってみた
い」との返事、そんな経緯で法政に進学してきたが、果たし
て箱根駅伝に通用するようなスタミナとスピード持久力がつ
くのか、半信半疑で練習の成果を見守る日々が続いた。３年
生になって同期･徳本の厳しい練習に音を上げることもなく、
20kmを走りきる体力が身につき、その努力が実り予選会、本
選のメンバー入りする程、急成長した寡黙な若者である。
高橋自身、自ら「復路で最も信頼のない選手」と、一抹の
不安を抱えて送り出したが、監督の指示に従い前半を抑えて
の走りに徹し、まずはしっかり総合４位を確保するのが己の
役割と自覚し慎重にレースを進めていった。１５km過ぎて８区
最大の難所･遊行寺の急峻な坂に高橋が差し掛かった、「なん
二）２５秒遅れ、鬼門を克服した新人．長嶺
興奮さめやらぬ一夜を過ごし、翌三日復路のスタート地
点．芦ノ湖湖畔には早朝から駅伝ファンが多数つめかけ、８
時のスタートを待ちかねごったがえしていた。
法政はシード権ラインに対し往路での躍進から10分近い貯
金があるものの、昨年６区・山下りで大ブレーキし（区間１５
位の最下位）２９秒差でシード権を失った苦い経験がある。ス
タッフ一同鬼門になっている山下りを上手く乗り切り流れに
乗って欲しいと、祈るような気持ちで刻々と迫るスタートの
時間を待った。
復路は、往路トップの中央大を先頭に時間差で11N次スター
トし、１０分後にゴールした大学からは一斉スタートという方
式で選手は飛び出していく。
午前８時、中央大がスタート、次いで８秒後に111N天大が、
そして47秒後法政の出番がやってきた、しかし定刻になって
も一向に号砲がり鳥らない。スタート地点で小刻みに体を動か
し、戸惑う新人・長嶺、周辺がその異変に気づき騒ぎ出し、
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袖の不振に助けられた」等々躍進の要因を語る。駅伝特有の
不確定要素、箱根駅伝は計算に計算をし尽くして、年間の練
習計画を、選手の区間配置を熟慮しチームづくりに取り組ん
でいるのだが､人智を超える結果に現場を預かるものとして、
時として「勝ちに不思議な勝ちあり、負けに不思議な負けな
し」の念|こかられることがある。しかし、よくよく冷静に躍
進の要因を省みると、チームとして例年にない大きな壁を乗
り越えていくたびに、躍進へのエネルギーを蓄えていたので
ある。
まずは、春先から悩まされていた不協和音、チームを引っ
張るべき４年生のパワー不足から下級生が反発､｢やる気がな
いなら帰って」の突き上げにチームのムードが一変した。
先輩、後輩の隔たりが少ないのが法政の伝統、あの夏合宿
中の激しいミーティングがいい意味での化学反応を起こし上
級生が発奮し「僕らの学年は、圧倒的な競技力でチームを引
っ張っていける選手はいない、ならば気持ちだけは負けない
ようにするしかない、が結論だった」とその後、４年生の目
の色が変わり、疲労からどん底で迎えた予選会を乗り切り、
上級生の下級生にだけは負けたくないという意地だけが支え
となって、チームの調子は箱根本番に向かってグングンあが
っていった。
加えて、躍進の要因として挙げられるのは、成田監督のフ
ルタイムでの指導に上げられるだろう｡従来熱心なOBによる
週末だけの指導体制、コーチが顔を出す週末だけ頑張り帳尻
を合わせる選手、上級生になれば箱根に向けて年間の流れを
知っている、朝練習や本練習を無理し故障してはメンバーに
選ばれない、下級生に無理させても週末だけ頑張れば10人の
選手に選ばれる、そんな風潮が蔓延しチームとして不安定な
戦績しか上げられないできた。こんな風潮を打破し、安定し
たチームづくりのためにはなんとしても専任コーチの導入で
あった。
成田監督の着任後、朝練習の段階から距離もスピードも段
違いに変わっていった。筆者は、１１月の白浜合宿で、朝練習
の１時間にわたる集団走を伴走した際、明らかにスピードが
上がり終わってみれば､１２kmを超える走りを目の当たりした。
成田監督がi指導を始めて半年弱でこんなに走りが変わってし
まうものかと実感した｡従来１ケ月の走行距離が400～500kｍ
程度だったチームが、平均700kmを踏むまでに地力をつけて
きたのである。｢練習中､成田さんがいるだけで安心感が違っ
た」とチームの不協和音をひたすら温和な笑顔でジッと我慢
し、見事なまでに選手の心をつかみ“29秒の屈辱”を合言葉
に、４５年ぶりの躍進へと導いた手腕こそがオレンジ旋風の原
動力であった。
としても上りきってくれ｣｢坂の途中で止まらないでくれ｣ス
タッフの心配はピークに達した。監督車の成田監督に連絡を
とると「なんとか前に進んでいる」との返事、しばらくする
と成田監督から｢無事に遊行寺の坂を上りきった｣との情報、
筆者はその場にへたり込んでしまった。これでシード権は
80％確実になったと安堵し、あとは後方からの直射日光が最
大の敵、脱水症状を引き起こさないかを心配していたが、こ
れもなんなく乗り越え戸塚の中継所に区間９位で総合４位を
キープし無事たどりついてくれた。
卜）区間２位の快走で実力を証明した土井
復路最大の長丁場、準エースに成長した２年・土井を配し
シード権獲得に大手をかけたい法政にとって、土井の走りに
期待が膨らんだ。
スタッフにも欲がでてきたが、ここは過剰な欲は禁物。ゴ
ールするまで何が起こるか分からないの力湘根駅伝の恐ろし
さ、何度も苦渋を飲まされてきただけにペースをしっかり守
り、安全運転に徹して欲しいと、心はさらに上を目指してと
の思いと４位確保で充分との思いが錯綜し、土井の走りに注
目した。予選会日本人トップで自信をつけた土井は「ほぼ設
定通りの走り」に徹し、区間賞の駒沢大・高橋にあと14秒と
迫る区間２位の快走でその実力を証明してくれた。
チ）９人の貯金を守りきった早川の粘り
いよいよ最終10区の２年・早川、大舞台で実力を思うよう
に発揮できないできたが、監督から「絶対に抑えていけ」と
釘を刺されて、最終区間を任された早川にかかるプレッシャ
ーは想像を絶するものがあった。
案の定、緊張からか本来のピッチ走法に切れがなくリズム
に乗れない走りが続く、またもや失速か．．と、監督車から
の激にも反応が無いとの連絡が入る。この時点で逆転のシナ
リオは消え、ここは無理をさせてはならない、９人が蓄えて
くれた貯金を最後の１秒まで使い果たしてもいいから、何と
しても大手町のゴールに襟を運びきってくれと、攻めのレー
スから守りのレースに徹するよう監督からの指示が飛ぶ、昨
日からのオレンジ旋風が最終10区で微風へと変化したものの、
大観衆で埋め尽くされた大手町のゴールに向かって、オレン
ジの襟をかけた小さな人影がみえた、最後に本来のリズムを
取り戻した早川の姿が次第に大きくなり、仲間が待ち構える
ゴールへ、往路３位、総合４位をがっちりキープし、ミラク
ル法政を演じた９人の仲間の渦に飛び込んできた。何と45年
ぶりの好成績に法大関係者は狂喜乱舞し、柵高の嵐に包まれ
た。
14）好事魔多し、途中棄権の悲劇（第78回箱根駅伝・2002
年）
ハ）オレンジ旋風躍進の要因
誰もが予想しなかった｢予選会５位のチームの大脇進｣､箱
根駅伝に青春の夢をかけた若者がなしとげた、とてつもない
爆発力に駅伝ファンから絶賛の声が上がった。
人々は口々に「伝統校の底力」「強風が幸いした」「優勝候
箱根路にオレンジ旋風を巻き起こし復活を印象づけ、一躍
駅伝ファン注目のチームとして学内外から脚光を浴びる存在
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となり、2002年エース・徳本をキャプテンとし新チームの活
動が始まった｡春先から活気のある練習風景が繰り広げられ、
スタッフもどん底のチーム状態から上昇期に転じつつあり
「再建途上」のレッテルを剥がすことができたと実感しなが
ら、次なる目標は｢安定したチームづくり｣、いかなるアクシ
デントをも跳ね返す底力を内に秘めたチームづくりを意欲的
に取り組むことになった。
春先のトラックシーズンに入り､徳本を中心に土井､黒田、
長嶺等が)|頂調に成長し、学生長距離界にあって活躍の幅を広
げていった。上半期では、関東インカレで、徳本が1500,,
5千mの２種目優勝、黒田が５千mに５位入賞、中矢が３千ｍ
障害で６位入賞、ハーフマラソンも中村、早川、坂野が実力
を発揮するなど、学生長距離界で十分通用する力を身につけ
てきたことを証明した。夏合宿の出来次第では、箱根で前回
以上の活躍が出来そうだとの感触を得てトラックシーズンを
無事に終了した。
いずれにしても、箱根の総合４位で久しぶりにシード権を
獲得した法政は、予選会に向けての重苦しい雰囲気から開放
され、意欲的に成田監督が提示する練習メニューを消化し、
チーム内は活気に満ち溢れていた。さらに、オレンジ旋風の
影響からか一般の入学生が｢オレンジの禅で箱根を走りたい」
と夢を抱き、長距離部員が急増するなど、いつになくグラン
ドは華やいだ雰囲気に包まれていたが、スタッフの心配はい
つまでも箱根の余韻にひたり、挑戦者としての真撃な姿勢が
見られないことが、一抹の不安材料であった。
の選手が次々と脱落する波乱が起こった。切れＩ床鋭いラスト
スパートで激戦を制した徳本とケニヤの留学生をかわして８
位を確保した黒田の激走で、日体大、早稲田大等の強豪校を
一気に抜き去ってチーム順位は４位へ大躍進、伊勢路へ３年
連続出場の切符を獲得し、またもやミラクル法政を再現する
頑張りであった。
ロ）jIllj戦者の気持ちで臨んだ夏合宿
赤信号が灯った全日本選考会での思いがけない苦戦、エー
ス頼みのチームに後戻りしてしまったチーム状態に、私生活
を含めて真剣に見つめなおさなければならないと､徳本は｢箱
根駅伝優勝の夢に近づいていると思います。しかし４位の結
果に満足し、それ以上の結果を残す努力や意気込みが、選手
一人一人に欠けている気がする」と客観的にチーム状態を分
析し､上級生の奮起と同時にチーム全体が危機意識を募らせ、
再度挑戦者の気持ちで夏合宿を乗り切ろうと訴えた｡徳本は、
この夏北京で開催ざれるユニバーシアード大会に日本代表選
手に選ばれ、チームを離れることになり、大黒柱を欠いた夏
合宿でいかにチームとして結束できるのか、真価を問われる
合宿が始まった。
チーム全体の底上げを目標に臨んだ夏の合宿､白樺湖２回、
妙高、菅平と４回、選手は箱根駅伝で４位を上回る成績をと
練習に集中し、昨年の合宿より質量共に充実した練習を消化
した。しかし、成田監督の予想を上回る練習量を消化し、頑
張り過ぎて秋の駅伝シーズンに疲労が残らなければと、特に
体力的に劣る１年生の疲労状態が懸念された。
イ）僅差での決着３年連続５回目の出場権獲得（全日本大
学駅伝関東地区選考会．2002年）、
６月16日、全日本大学駅伝関東地区選考会が夢の島競技場
に会場を移し行われた。
17大学が５の出場枠を争う厳しい展開となったが、２組に起
用予定の早川がレース直前に体調不良で戦線離脱、チーム全
体に重苦しい雰囲気が漂う中でのスタートとなった。
１組目は、今津が大抜擢の期待に応えリズムに乗った軽|央
な走りで６位、しかし膝に違和感を訴えていた中矢は23位に
沈み、チーム順位９位と苦しい戦が始まった。
２組目は、当日急遼スタートラインに立つことなり動揺が
隠せない中村と１年の佐藤、前半から遅れをとり23位、佐藤
も力尽きて１６位でゴール、予選突破ラインの５位から大きく
11位に後退し、伊勢路３年連続出場に暗雲がたれこめた。
３組目は、進境著しい長嶺と足の故障が癒えた土井の復活
戦、長嶺は粘っこい我慢の走りで13位、土井が持てる力を絞
り出しての４位と大健闘、この時点でチーム順位を７位に戻
し、５位日体大との差を14秒に詰め、法政陣営に活気が戻っ
てきた。
４組目は、エース徳本、黒田に死角なし、終始先頭集団を
支配し、数度にわたる揺さぶり戦法で集団を切り崩し、後方
に位置しレースの流れを見極めての安定走法でチャンスを窺
う黒田、両者の戦略に長けたペース配分に各大学のエース級
ロ）出雲駅伝から伊勢駅伝へ仕上がり順調
大学三大駅伝の開幕を告げる第13回出雲大学選抜駅伝が、
１０月８日出雲大社～出雲ドームの６区間、４４kmで行われた。
夏合宿の疲労が抜けきらぬまま、試合期に入り出雲に乗り
込んだチームは、昨年は箱根の予選会を控えＢチームで臨み
下位に甘んじたが、今年はほぼベストメンバーでの出場とな
った。
ｌ区・黒田は快調にとばし５位で２区・今津に禅がわたっ
た。先頭集団でのレース展開に冷静さをかき、中盤で失速し
残り300メートルから歩き出す大ブレーキ､沿道の激に我にか
えり何とか３区の中継所へ、徳本は30秒先行する大集団をわ
ずか１km先で集団をとらえる快走で、２年連続の区間賞を獲
得し１１１N位を３位へと上げた。４区・中村、５区・坂野が順位
を下げたものの踏ん張り、最終６区・長嶺へ、６位入賞をか
けて中央大､京産大と終始デッドヒートを繰り広げ､中央大・
藤原に遅れることわずか３秒でゴール、最終ランナーの大役
を果たした。準エース・土井の故障欠場、今津の予想外のブ
レーキなど、必ずしも戦績に満足するものではないが、きた
る伊勢路の全日本大学駅伝、本番の箱根駅伝に向けてチーム
の弱点が見え隠れし、スタッフにとって収穫のあった大会で
あった。
多摩のグランドに戻り、夏の疲労をとるため練習スケジュ
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で伴走する側も胸を締め付けられる思いで選手の後を追い、
給水の手助けに励む。
筆者も12月初旬､多摩川での30km集団走で給水と計時を兼
ねて、自転車で選手の後を伴走する事にした。２０数名の集団
が二列縦隊で走りだしたのだが、しばらくいくと徳本の走り
が気になりだした｡サイクリングコースの直線を進むにつれ、
徳本が>liMiを走る選手と接触しては、進路を修正する走りを繰
り返す、何かがおかしいとは思ったが、たまたま蛇行したに
過ぎないと、深く思い巡らすこともなかった。
実は、徳本はこの夏、日本代表としてユニバーシアード北
京大会で大活耀し、帰国後もジックリ走りこみ鍛え上げ)し､身
共に充電する間もなく、駅伝シーズンに突入してしまい、シ
ーズンの深まりと共にスタミナ不足がスタッフの中では懸念
材料であった。
この徳本の蛇行異変が､箱根駅伝史上に残る衝撃の途中棄
権に至る予兆と、筆者白身この時点で知る由もなかった。
学生長距離界ナンバーワンに成長した徳本、故障も癒え仕
上がり順調な準エース･土井､２年連続ｌ区起用予定の黒田、
前回４区を快走した中村､粘りが持ち味の山登り５区･長嶺、
９区は土井と、例年になく重要区間の配置が事前に決まり、
数名の選手も最終調整、当日の体調をみて決定する事になっ
た。昨年の総合４位、加えて話題性の高いエース徳本を擁す
る法政の駅伝チームは､一気に優勝候補の一角に祭り上げら
れ、年末の最終調整に入って、今まで体験したこともないマ
スコミの取材攻勢に追われることになる。
１２月中旬から下旬にかけて、選手もスタッフも最も神経を
すり減らす段階へと入り、日々微妙に変化する選手の体調に
細心の注意を払い、選手の動きを凝視する。この時期グラン
ドの静寂こそスタッフにとって最大のクリスマスプレゼント
となるのだが、この年マスコミの取材攻勢の喧騒に、グラン
ドの静寂を確保するのは極めて困難な状況となった。取材慣
れしている徳本はともかく、他の選手はこの喧騒に巻き込ま
れ年末に向かい落ち着きを失いかけていたが、最終メンバー
の絞り込みはlllH調に進んでいるように見えた。
１２月下旬、大学は冬休みに入り夕方の練習から午前中の練
習に切り替わり、いよいよ20人から18人、１６人と選手の走り
具合や体調を見極めつつ絞り込んでいく。この時期大事なの
は、この－年箱根を夢みて努力してきたが、力尽きてメンバ
ーから外された脱落組への対応であるが、マスコミの取材も
あり表面的には明るい雰囲気がグランドに漂い、成田監督と
「順調過ぎて何か気持ち悪いね、あと一週間何もなければい
いのだが」と語り合ったほど、詰めの段階に入って平穏無事
にスケジュールを消化していった。
毎年12月29日は、学連に14人の登録メンバーを提出する日
である。
普段通り早朝練習を終え、監督がメンバー入りする選手の
体調を確認した際、徳本から脚に違和感があると・・・直ち
に成田監督から筆者の携帯電話に「鎮痛剤と炎症を鎮める錠
剤が手に入らないか」との事、早速知人の医師に処方しても
－ルも、ゆったりとしたものとなり一ケ月後の伊勢路に向け
てジックリと調整に入った。箱根の予選会もなく大学三大駅
伝だけに集中できる日程に、選手も糖ﾈｌＩ１的に余裕をもって臨
む事が出来た大会であった。
第33回全日本大学駅伝は、１１月４日・名古屋・熱田ﾈＩＩ１宮西
門前から三重・伊勢神宮内宮前に到る８区間・106kmで地区
学連の代表25大学が参加し行われた。
すっかり法政のｌ区として定着し、安定した走りをみせる
黒田は先頭集団をキープし５位で２区・徳本に引き継いだ。
この夏ユニバーシアード北京大会において１万mで３位の銅
メダル、５千mで５位と二種目入賞を果たし、自信をもって
臨んだ伊勢路、徳本は序盤からトップスピードにのって、先
行する山梨学院、神大、順大、第一工大の４校をとらえ、ト
ップに躍り出た。３区・坂野は必死に踏ん張り２位を死守、
４区・中村は５位に落ちたが、５区・土井が区間２位の快走
で４位に浮上し、故障明けにもかかわらず順調な回復と実力
をアピールした。６区・早川、７区・中矢も区間７位、９位
と粘り、最長区間に抜擢された８区・長嶺は我慢の走りで早
稲田大をかわして総合５位･５時間19分38秒でゴールし､堂々
シード権を獲得する見事な駅伝を全国のファンに披露した。
ハ）最終段階での不吉な予感
秋が深まるとともに、夏の疲れもとれチーム状態はいつに
なく順調に推移し､本番に向け出雲､全日本大学駅伝の走り、
毎週末行われる記録会の戦績等を加味し、選手の絞り込みが
本格化してきた。
１１月恒例の千葉・白浜合宿は、温暖な気候に加え白浜の海
岸線沿いに信号の少ない直線コースがあり、２０km､３０kｍとい
ったロード走にうってつけの合宿地、選手選考をかねた１週
間の合宿は、選手にとって夢の箱根路のスタートラインに立
てる資格を得ることが出来るか否か、一年生にとっては初の
体験、四年生にとっては最後のチャンス、まさに正念場、夏
の合宿とは違う生き残りをかけた仲間との熾烈な競争に、緊
張感が漂う練習が繰り返された。
選手層が薄いなかでもエース・徳本を筆頭に計算できる選
手が1iiiっているためか、いつになく合宿地でのマスコミ取材
も多く、華やかな雰囲気の中で予定通りの練習を消化し、多
摩のグランドへと戻ってきた。
選手の絞り込みも20人から18人、１６人へと進み、本番にむ
け最終段階へと入っていった。
この時期､箱根駅伝の各区間20km以上に対応するため、多
摩川のサイクリングコースにでかけ20～30kｍをジツクリ走
りこむ。ここは市民ランナーのメッカであると同時に箱根駅
伝出場予定の大学の練習コースでもあり、駒沢大、中央大、
拓殖大等が次々とすれ違い、追い越していき、他大学のチー
ム状態が手に取るように分かる。
市民ランナーからも箱根駅伝の選手に熱い声援が送られ、
静かな闘志を秘めた走りが続く、ここで集団から遅れれば即
メンバーから外されるシビアな現実の中での走りに、自転車
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蓄え、進化を続けてきた。スタッフはチームの急成長に落と
し穴があるのではと、周囲の期待とは別に慎重に事を進め、
微塵も浮ついた気持ちを持ってはいなかった。しかし、結果
的に箱根駅伝の最終局面において、指導力不足が露呈し、１０
人の選手を無事にスタートラインに立たせる駅伝の難しさを、
身をもって体験した。
エース坪田、徳本を擁し右肩上がりで成長し続けてきたチ
ームの箸り、未熟ざ、脆弱さ、箱根という大舞台で露呈して
しまった。法政の駅伝チームがかつて体験したことのない学
内外の箱根フィーバー、マスコミの取材攻勢、最終決断に至
る甘さ、時間が経ち精査すればするほど、失敗に至る原因が
見え隠れする。
先に記したが、１２月初旬、多摩川サイクリングコースで左
側の選手に接触しては、修正を繰り返す徳本の走りから、そ
の前兆はあったのかもしれない。徳本は「今まで、体に痛み
を感じながらも、数々の大会、記録会で入賞してきた。痛い
部分に気を配りすぎて、痛みをかばっていた部分（逆の脚）
に疲労が蓄積していることに気がつかなかった」と述懐して
いるが、駅伝シーズンが深まるにつれた、その疲労の蓄積は
想像を超える段階に達し、一気に本番で爆発してしまったの
である。
らい、暫く様子を見ることになった。
取材のマスコミ陣からは、「徳本選手はどこに」「今日の予
定は」との質問を受けたが､｢徳本は疲労を抜くため二日程練
習量を落とすので、グランドには来ない」と答え、チーム全
員には鍼口令を引き､動揺を最小限に抑える対応に追われた。
－月元旦、成田監督から「朝練習で70分程ジツクリ走り、
いい汗かいて戻ってきました」との報告を受け、明日の２区
は徳本起用でいこう、この期におよんでジタバタしてチーム
が動揺するリスクを考えれば最善の策と考え、最終の決断を
して本番に臨むことになった。
第78回箱根駅伝は、駅伝ファンの注目と期待を集め、午前
８時大手町を号砲一発スタートした。
筆者は、－区・黒田をスタート地点で激励し、２区鶴見中
継所へスタッフの車で向かった。ウオーミングアップ直前の
徳本に会って体調を最終的にチェックし、同行のトレーナー
の先生に、念のため徳本の脚にテーピングをしてもらい、万
全をきした。
徳本と二、三言葉を交わし、次の３区の中継所へと向かっ
た。
一区・黒田は故障が長引き、昨年のようなベストの体調で
はなく、後半でのスタミナ切れが,L､配されたが、終始先頭集
団の後方でレースの流れを見極め、終盤粘りに粘ってトップ
と10秒差の６位で徳本に無事樺を渡し、一区の重責を見事果
たしてくれた。
禅を受けたエース徳本は、スタッフの指示通り序盤スロー
ペースで抑え気味に走り､先行する集団を追いかけていった。
やがて５～６人の集団をとらえ、傍目には順調にレースが進
んでいるかに見えた。
しかし、平塚の中継所の大型スクリーンでレースを注視し
ていた筆者は、徳本の走りにいつもの気迫が感じられず、恐
る恐るレースの流れに身を任せていると、映じた。
２km、３kｍとその走りから「これは戸塚までたどりつかな
い、何か起こらなければ.．」と不吉な予感がU2裏をよぎっ
た。5,4km付近で突然ガックンと、右足肉離れに襲われた、徳
本は「ふくらはぎに“ブチッ'，という衝撃が走り、前をいく
選手との距離がどんどん開いていく、その速さが信じられな
かった。何としても襟だけはつなぎたかった」と、役員車か
ら降りて制止する成田監督を振り切って号泣しながら前進す
る徳本、テレビの瞬間視聴率は36,6％に達しお茶の間の駅伝
ファンや沿道の人々に衝撃を与えた。
テレビ中継車に前方をふさがれ、思うように徳本の前に出
られなかった成田監督の役員車も7,3km地点で追いつき､激痛
に顔を歪め泣きながら走り続けようとする徳本を抱きかかえ、
ようやくその走りを制止した。走行距離7,3km、全長23kｍの
花の２区では史上最短の途中棄権となった。その瞬間「背負
って走っていたものが全てなくなって、自分を責めた」とま
さにタスキの重さがなせる業であった。
ここ数年、惨敗、復活、オレンジ旋風等、古豪復活を強烈
にアピールし話題を独占してきた。チームとして急激に力を
15）チーム刷新試練をバネに（2002～2003年）
強烈な挫折を体験した新チームは、周囲の過剰な反応、心
無い中傷、誹誘の嵐に晒された。筆者が管理していたホーム
ベージにも「何故法政の選手は、色髪、長髪なのか、アマチ
ュア選手らしい髪型に、そんな姿勢が不成績になっているの
では、醜いですよ」とＩ氏からメールを頂いた。批判は甘ん
じて受けるが、言われなき誹諦中傷には反論をしなければな
らない、と早速返信をした。以下はその－部であるが、指導
者としての考え方を明らかにする意味からも紹介する。
筆者の返信メール「貴方が考える、アマチュアらしきとは
どのような意味なのでしょうか。本来アマチュアとは自由が
根底にあって、他人がとやかく言うものではありません、法
政の陸上は伝統的に選手を管理する発想を創部以来持ち合わ
せていません、監督が誰になろうとも、創部以来の精神を変
えることはできないでしょう。茶髪と競技力低下のご指摘は
余りにも短絡的思考です｡選手は箱根駅伝の選手である前に、
普通の学生であり、朝５時50分に起床し、1時間13km前後を
走り、講義に出て単位を取得し、午後３時から本練習、月間
東京一京都間を往復する距離を走らなければ箱根では通用し
ません｡そんな努力を続けても良い結果が出るときもあれば、
悪い場合もある。つまり髪型や色が競技力に関係するがごと
き批判は受け入れがたいものがある。もっと選手の日常的努
力や実態を知った上で批判していただきたい。
競技スポーツを志す者は、プロだろうがアマだろうが、徹
底した自己管理が求められる。現場を預かる指導者は、現実
を直視し選手と夢と理想を共有できなければ－歩たりとも前
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に進むことはできない。選手を管理する、しないではなく、
夢に向かって相互に情熱をぶつけ合う現場を創出することが
出来るか否かが問題なのである。法政は法政なりに努力した
結果、成功もあり失敗もある。今回の途中棄権は傍目には惨
敗と映るだろうが､必ずしも失敗とは言い切れない。｢故障も
実力のうち」次なる飛躍のための試練、チームの体質が変わ
ろうとする段階の生みの苦しみと前向きに受け止めている。
駅伝有力大学の指導法をコピーし､同じ方向を目指しても、
その大学を乗り越えることはできない。学業、練習、ファッ
ション、全てに自己管理を求め、徹底することこそ最も厳し
い指導法と考えており、それを乗り越えられなければ本物の
チームにはならないと考えている。Ｉ氏の批判と筆者の反論
を次の部員会で公表し、選手に自由とは何か、世の中の批判
とは、について考える機会としたい｡」
上記が途中棄権についての批判の一部であり回答である。
批判は批判として率直に受け止めなければならないが、い
つまでもトラブルを引きずっているわけにはいかない。天国
と地獄全て体験した土井が駅伝主将として「縮根路復活」を
最大の目標に厳しい予選会に向けて、トレーニングが再開さ
れた。選手は口々に「チームとして今後につながる経験だっ
た」「いかなる事が起きても安定して走れる選手なろう」と貴
重な体験から次なる目標を語った。例年、春先は箱根の緊張
から解放され、チーム運営が極めて難しい時期なのだが、新
チームは試練を克服しようとの意欲力職れ、グランドに活気
がi張っていた。
５月の関東インカレで土井が1万mで７位、ハーフマラソ
ンで３位、黒田が５千mで５位と長距離３種目に入賞し、長
嶺も春先から自己記録を連発するなど健在ぶりをアピールし
た。
夏合宿は、一次合宿を白樺湖で23名が参加し行われた。一
年生はスピードを無視し距離の不安を取り除くメニューで、
上級生はスタミナの強化を目的に１週間徹底的に走りこみ、
距離走、起伏に富んだクロカンコースでの時間走をl11ii調に消
化し、故障者もなく無事終了した。
ついで二次合宿は、菅平一苅谷班（箱根経験者７名と１年
生・原田、岡田、山口）と秋田一成田班は２年生を中心に１３
名と２班に分かれて実施した。初の試みとして秋田での合宿
は、ここに参加したメンバーが成長しなければ予選会突破が
厳しいとの判断のもと、アップダウンの激しいコースでの走
り込みとなったが、全員計画以上の練習を故障もなく消化し
た。今回の２チームに分けての合宿は、選手間に競争意識が
芽生え有意義な合宿となった。３次合宿は１恒例となった妙高
高原で17名に選抜し行われた。主力の４名が全日本インカレ
に備え、菅平で調整合宿を同時進行で行い、スタッフは妙高
と菅平を行き来する慌しいスケジュールとなった。
この合宿中、すでに駅伝関係者の噂にはなっていたが、箱
根駅伝の出場枠が15枠から20枠に拡大したとのニュースが入
った。確かに、一見枠の拡大は楽になったように見えるが、
枠が拡大すれば、箱根駅伝に挑戦しようとする大学が新規参
入し､さらに競争が激化することは自明の理である｡当面は、
枠の拡大で選手の危機感が薄れ、「箱根駅伝予選会楽観ムー
ド」を恐れ、枠の拡大は法政に有利には働かないと、その引
き締めこそが重要な課題として浮上した。
四次は、夏の総仕上げとして菅平で選抜合宿が行われた。
土井、黒田、長嶺、中村の充実、一年生（原田、山口、岡田）
の急成長等収穫があった反面、中堅選手に元気がないのが誤
算だったが、１０月中旬の箱根駅伝予選会、全日本大学駅伝に
向けて充実の夏を終えた。
16)試練をバネに実りの秋･全日本インカレから予選会へ
（2002年）
残暑厳しい９月初旬、全日本インカレが国立競技場で開催
されたが、長距離走者にとって厳しい時期の競技会である。
夏の合宿途中でのインカレは、体調を整えるの力瓶めて困難
であり、重なる合宿の疲労を抱えたままの出場をよぎなくさ
れる。そんな中、１万mに出場した黒田は疲労をものともせ
ず、３位入賞を果たし表彰台に立った。ついで、最終日には
エース土井がハーフマラソンに中村と共に出場、駒大のエー
ス松下に後半一度は離されたものの、持ち前の粘りを発揮し
ラスト１周でロングスパートを仕掛け、松下との一騎打ちを
制し、法政にとって創部以来のロード種目優勝という大金星
を挙げ、予選会に向け弾みをつけてくれた。
しかし、「途中棄権」という十字架を背負って引き継がれた
新チームは「予選会突破」が最大の課題である。筆者自身、
何度となく予選会の厳しさを経験してきたが、今年ほど成田
監督共々重苦しい重圧を感じて臨んだ予選会はなかった。選
手も二度と失敗してはならない思いがつのり、普段底抜けに
明るいチームから、笑顔が１１４|え失せていった。
第79回予選会は、立川・昭和記念公園で34校･出場選手390
名というかってない規模で行われた。本年から本戦出場枠が
15校から20校（ｌ枠は選抜チーム）に増加し、予選合計タイ
ム上位６校は従来通りの方式で出場権を獲得し、７位以下は
関東インカレの総合順位とエントリー者数をタイムに換算し
たものを差し引き、その上位４校がさらに出場権を得る新シ
ステムが導入された。したがって、箱根駅伝が過熱するなか
で、駅伝だけに特化し強化に励む大学には不利になり、体育
大学や法政の様に箱根駅伝も大事だが、一般競技種目におい
ても国際舞台で活躍できる選手をしっかり育成しようと努力
する大学には有利に働くシステムとなった。
法政は、スタート前から３分50秒のアドバンテージを持っ
ての予選会であったが、合宿後半、新聞紙上で正式に増枠が
発表されると予選会に向けての緊張感が希薄となりはしない
かと心配されたが、悲壮感に縛られない自由な校風こそが法
政のチームカラー、選手全員が髪を法政カラーのオレンジに
染め上げて、全員が１００位以内、チーム順位６位を目標に、徳
本の無念さを晴らそう臨んだ大会であった。
レースは前半からエース土井が先頭集団でレースの流れを
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支配し、後半２度遅れかけたが得意のロングスパートで逆転
し59分47秒の好タイムを叩き出しトップでゴール、インカレ
覇者の実力を披露した。その流れにのって３年生トリオの長
嶺が６位・有原が９位、黒田が12位、と20位以内の快走をみ
せチーム順位を浮上させる原動力となった。さらに目標であ
った法政の１０人目が100位以内でのゴールを大幅に上回る８１
位で１年生の原田がゴールし、法政陣営から安堵の声が上が
った。
学連の正式発表では、東海大、東洋大についで３位で予選
会を無事突破し本選への出場権を確保し、部員は成田監督を
胴上げし、途中棄権からの10ヶ月、重圧を克服した喜びを爆
発させた。
て独自の練習メニューで回復を待つことになった。
１１月下旬・千葉白浜選抜合宿では、両選手も合宿には参加
したもののジョッギングもままならない状態が続き、二人肩
を並べ白浜海岸を散歩する姿に本番まで間に合うのか、間に
合わないのか暗雲がだれこめてきた。
この一年､｢エースに頼らないチーム作り」をテーマに掲げ、
選手間の競争意識が芽生え、底上げも順調に推移していただ
けに、この段階に入ってのエース二人の故障は予想外の出来
事であった。
刻々と迫る年末の最終登録日まで、祈るような気持ちで故
障が癒えるのを待ちわびたが、１２月に入ると、さらに予選会
上位の４人力湘次いで体調不良、故障等を訴え、予選会で活
躍した10人のうち６人が戦列を離脱する事態となり、駅伝チ
ームは危機的状況に陥った。
最終登録は土井、黒田両主力選手をエントリーから外し、
さらに故障者の続出で区間配置は当初の予定を大幅に変更せ
ざるを得ず、年末に入って連日コースの下見を行う慌しい
日々が続いた。主力選手の故障、それに続く選手の戦列離脱
によって、チーム内に不協和音が急激に広がり、中堅の選手
はメンバーから外されるのではとの疑心暗鬼、メンバー入り
を諦めていた下位グループの選手には出場のチャンスが巡っ
てきたと勢いづき、チーム崩壊への道をたどることになり、
スタッフとして、その対応に苦慮した。
第79回箱根駅伝は、2003年１月２～３日、法政大学の駅伝
チームは故障者の続出という過去に例をみない不測の事態の
中、レース当日を迎えることになった。
ｌ区・有原は終盤粘りをみせトップと16秒差の５位で重責
を果たしたが、土井に変わり急遼エース区間の２区を任され
た長嶺は、準備不足も災いし後半伸び悩み９校に抜かれ'4位
に転落、３区山口は19位、４区栗原18位、５区山登りの新人・
岡田も初体験の試練に晒され、普段の力を全く発揮すること
なくレースを終え、往路18位の厳しい現実をつきつけられ第
１日目を終えた。
一夜明け第２日目は、小雪舞う６区に新人・白田を起用、
前半から猛スピードで山を駆け下り区間３位の快走をみせ、
復路息を吹き返したかに思えたが､その後に続く７区･谷本、
８区・早川、９区・中村とも区間順位二桁のブレーキで空回
りを繰りかえし、駅伝特有の流れにのれぬ負の連鎖に陥り、
総合16位で大手町にゴールした。
しかし、心配された繰上げ出発もなく二年越しにオレンジ
のタスキカ撫事に大手町のゴールに戻ってきたことは来年に
続く一筋の光明であった。
「故障も実力のうち｣本番まえに故障者が続出したことは、
スタッフの指導力不足が根幹にあり、新チームづくりに当た
ってはチームの体質改善、細部にわたるトレーニング方法の
見直し等々、新たな発想のもと厳しい姿勢でチームづくりに
取り組まなければならないと、法政陣営にとって厳しい試練
を２年連続突きつけられる大会となった。
レース終了後、直ちにスタッフ会議を招集し多角的に敗因
17)悪いなりにまとめる力の不足が敗因(第34回全日本大
学駅伝・2002年）
本戦出場の喜びに浸るまもなく、２週間後の全日本大学駅
伝に向け、心身ともに消耗した体調をいかに整えることが出
来るかが成否を分ける鍵となった。
全国の精鋭25大学が参加した熱田ﾈll1宮～伊勢神宮に到る８
区間、106,8kmで行われた。
法政は不動のｌ区・黒田が集団をリードする積極的なレー
スを展開し６秒差の４位で２区へ、序盤は無難な流れで黒田
から長嶺へとタスキが手渡された。長嶺は実力者が揃う２区
で区間６位の好走で４位をキープし重責を果たした。ここま
では、スタッフにとって計算通りに流れ、しかし３区・岡田
は大学の駅伝は初体験､｢走りだしたとたん身体が動かないこ
とに,隠然として」と次々と後続にかわざれ区間12位でチーム
は８位に後退した。
チームに真の力が備わっていれば、ここで踏ん張れるはず
との淡い期待をもって送りだした駅伝経験豊富な上級生が何
一つ抵抗することもなく、４区間連続二桁の区間順位で負の
連鎖に歯止めがかからないままの大ブレーキで万事休止、最
終８区の土井がエースの意地を爆発ざせ３人抜きで総合９位
へ、山梨学院大・モカンバの区間賞に遅れること27秒の快走
ではあったが明年のシード権には届かず、我慢が足りず、無
抵抗の走りに終始する最悪のレース展開｡｢悪いなりにまとめ
る」力が不足し、数年前のチームに後戻りしたような、後味
の悪い駅伝となった。
18）チーム崩壊で惨敗の苦渋（第79回箱根駅伝・2003年）
多摩のグランドにもどり、予選会から続く全日本大学駅伝
へと選手は息つく間もないスケジュールから解放され、本戦
に向けてじっくり調整することになった。しかし、秋も深ま
り土井がインカレ、予選会、全日本大学駅伝で奮闘してきた
疲れがでてきたのか、調子が上がらぬ日々が続き、チームと
して一抹の不安を抱くようになった。加えて、３年連続１区
を予定していた黒田も脚に違和感を訴え始め、戦列から離れ
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分析を行い、筆者は部長兼長距離スタッフの一員として、以
下の様に敗因分析と改善案を提示した。
図るべきである。これは気分転換と練習のマンネリ化防止に
役立つと思われる。
５）最終段階での検討課題
１１月の白浜合宿は、温暖かつロード走に適した環境である
が、トラック、芝、土等の練習環境に乏しく、脚を休める場
がなく疲労を蓄積する遠因となっている。
さらに、休む間もなく選手選考を兼ねた記録会に参加し、
選手に目に見えぬストレスを強いてしまったと思われる。
仮に、この時期に合宿を必要とするならば、白浜合宿に先
立ち学内合宿を行い、その際、学内選考会を同時に実施し選
手の消耗をできるだけこの時期は避けるべきである。
さらに対外レースの出場要請については慎重を期し(取材、
激励会等の対応についても再考を要する）箱根駅伝に向けて
最善を尽くすために、何をなすべきか相互に知恵を出し合わ
なければならない。
６）マネージャーの在り方
マネージャーの登用については、根底から再考する時期に
きている。
登用については、スポーツ推薦、一般入部の区分を原則撤
廃すべきである。
競技力の無い者をマネージャーにとの慣行による登用は、仕
事に対する意欲もプライドも生まれない、入部時に誰もがマ
ネージャーや学連の役員に任命することがありうることを周
知徹底し、入部を許可すべきである。
さらに、女子マネージャーの在り方も再考すべきであり、
ただ単にグランドでのタイム取りや雑用担当ではなく、主務
につぐ責任を持たせる役割を与え、業務分担を拡大すべきで
ある。伝統的登用法ではなく監督の負担を軽減し、有能な人
材を活用しチームづくりに支障をきたさないようにすべきで
ある。
[敗因分析と提案］
１）ミーティングの徹底
チームの急激な崩壊現象は、自由のはきちがいが顕在化し
たためである。坪田、徳本を軸に躍進してきたチームは、ス
ター扱いにされ大学生として度をこす行為にも強ければよし
とする風潮を助長してきた。確かに、為末、徳本に象徴され
る自由奔放な法政陸上の活躍は高く評価できようが、しかし
その反動として自由だけが一人歩きを始め、学生競技者とし
てのモラルが急激に低下した。その結果、スタッフと選手間
の意思疎通が阻害され、選手の意図が読み取れぬまま最終段
階へと突入し、故障者を続出させる一因となった。
自由奔放さを尊重する指導法を放棄し、管理教育的指導法
は法政の陸上部に馴染まない。しかし自由を躯歌するには、
そｵljfI応の義務と結果が求められることを徹底的に指導しな
ければならない。練習前に繰り返される、スタッフのコメン
トだけではマンネリ化し、指導方針が徹底できない。大学教
育、人間教育の場として定期的なミーティングが不可欠であ
ろう。
２）学生の責任体制の確立
学生スポーツは、概ね４年生の競技力と和が、その年の競
技成績に強く投影するといっても過言ではない。今回のチー
ム崩壊現象は、４年生の力と和の欠如が、歯止めのきかぬチ
ーム崩壊の雪崩現象を引き起こした。最終学年まで箱根に挑
戦し続けるチームづくりと、日常の練習局面で４年生を積極
的に活用し､リーダーシップを喚起する指導法力泌要である。
３）練習内容の検討
成田監督就任以来着実に練習量は増加し、その走行距離を
伸ばしてきた。その結果、上位陣の記録の伸びと、チームの
底上げをもたらしが、次なる飛躍のためには量の追及と同時
に質を求める時期にきていると思われる。
ここ数年トラック、ロード走偏重に陥り、クロスカントリ
ー走が形骸化している。幸い多摩キャンパスは、クロカン練
習の環境に恵まれているので、年間を通じ脚力、心肺機能、
不整地での走バランス等々を養成し、トラック、ロード走へ
とつなげるべきである。
さらに、多摩川ロード練習では集団走によってペース配分
を身に付けてきたが､駅伝に必要とされるペース配分を覚え、
完走する能力を養うには、時に時間差スタート方式で20km、
30kmのペースを会得し、自立した走りを確立させる必要があ
る。
４）身体つくりの徹底
長距離選手は走る練習にこだわり過ぎて、基礎的動きづく
りや体力づくりを怠りがちである。走り過ぎから局部疲労を
重ね故障を誘発する遠因を取り除くために、週に１～２回の
動きつくりと身体づくりを行い、疲労の分散と筋力の養成を
19）シード権を確実にする安定したチームづくり元年
（2003年）
2003年チーム崩壊の教訓を受けて、スタッフ、選手相互に
チーム内の課題を整理し、共有することから再建への取り組
みが始まった。
幸い、長嶺を駅伝主将とする最上級生は、一年生から出場
機会に恵まれ駅伝経験豊富であると同時に、学年が進むにつ
れ実力を序々に蓄えつつチームワークを培ってきた頼もしい
学年が最終学年となった。成田イズムが浸透しいよいよ本格
的な卿娠チームヘと変身する取り組みが始まった。
安定したチームづくりの要件は、スーパーエースに頼り、
それにぶら下がって箱根路を目指すのではなく、チームの底
上げを徹底することである。つまり底上げとは、強い競争意
識から這い上がり、Ａチーム入りを果たした選手の実力差を
詰める作業である。法政の駅伝チームは、陸上競技部に割り
当てられたスポーツ推薦入学枠12名の内５～６名を駅伝の選
手枠としている。すなわち、１年生～４年生まで最大で24名
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といった少数精鋭でチームづくりをしなければならない、少
数精鋭の宿命として選手間の競争意識が希薄なことである。
その結果、４年間で多少努力すれば箱根駅伝出場の夢が叶え
られ､チーム内での競争意識が芽生えにくいきらいがあった。
エース的存在が活躍する年は爆発するが、存在しなければ
三流チーム以下の駅伝しかできない、それを繰り返してきた
法政のチームの体質を根本的に改善していかなければならな
い、その共通意識からチームづくりが始まった。
成田監督力溥任コーチとして着任し、入学時から薫陶を受
けてきた長嶺、黒田、中村等が最終学年となり、チームとし
ての底上げ作業が本格的に始まった。
幸い、ここ数年一般入試や付属校から「法政のオレンジの
襟で箱根を走りたい」といった新入生が、続々入部する現象
に拍車がかかり、スポーツ推薦入学の選手を中核にして50名
前後の選手力轆保できるようになった。入部当初は極端な実
力差も、普段の節制と努力によって学年が上がるにつれ、そ
の差が少しずつ埋まり、エリート選手を脅かすまでに成長す
る選手も現われてきた。チーム内に切嵯琢磨する雰囲気が生
まれ、Ａチーム入りへの厳しい競争が活気をよび、安定した
チームづくりの作業は順調に推移していった。日々グランド
に立っていても、今まで体験したことのない底から突き上げ
るようなエネルギーを感じるようになり、徳本のトラブル、
続くチーム崩壊の苦い体験からくるトラウマから解き放たれ
たのではと思える程、チーム内は心身ともに安定し、春先か
ら「実力伯仲」の状況が続いていた。
教育実習で山口に帰省し、チームを離れていたので練習不足
が心配された。黒田はいつもの軽快なストライド走法を駆使
し２位でゴール責任を果たしてくれたが、長嶺は練習不足が
たたり先頭集団から30秒遅れの19位と後退した。しかし、1
組目からの貯金が幸いし、２位東海大に40秒以上の大差をつ
け総合１位、ダントツの勝利で伊勢路の出場権を獲得した。
21）実力伯仲夏に鍛える（2003年夏）
例年、箱根駅伝予選会を控えている夏合宿は重苦しい雰囲
気の中で、４次にわたる合宿が行われるが、この夏は一味違
う空気が支配する中で行われた。
６月の全日本選考会でみせた実力を背景に、選手間の競争
意識が激化し、1年生が快走すれば２年生が闘志をむき出し
にし、それに３～４年生がすかさず反応するといった相乗効
果が、下から上へ、下から上への突き上げ現象を生み出しチ
ームは明るい雰囲気に包まれていた。
特に、第二次妙高高原合宿で行った、アップ・ダウンを繰
り返す野尻湖コースの20キロ、３０キロ走では、例年上り下り
の厳しさに耐えられず周回毎に脱落する選手が続出するのだ
が、今年はチームの充実ぶりを示すように誰一人遅れること
なく一塊の集団となってゴールし､実力の伯仲ぶりを示した。
明年の80回は記念大会とあって、箱根町の強い要請もあり
予選会を箱根町・芦ノ湖湖畔コースで行われると事前に情報
が入り、監督、コーチがコースの下見にでかけ、起伏が激し
く、コースも狭いダフなコースとの認識にたち、春先から練
習計画を根本的に見直した。
従来の多摩川の平坦なサイクリングコースからアップダウ
ンのある多摩キャンパス近くの団地周回コースに変更し、
20km走を毎週末繰り返し、さらに多摩キャンパス内のクロス
カントリーコースを多用し、16,3kmの夕フな予選会コースを
想定した練習が繰り返された。
夏合宿の仕上げは箱根に２泊し予選会コースの下見を兼ね
た合宿を行い、予選会に向けて準備万端整え、夏のシーズン
を無事終えることになった。
秋のシーズンは、１０月の箱根予選会、１１月の全日本大学駅
伝へと、比較的ゆったりした日程が組まれていたので、秋風
と共に夏の合宿の疲れを取りながらジックリ多摩の本拠地で
調整練習を続け、着実に練習改革の成果が表れチーム全体に
活力がi張ってきた。
４次にわたる夏合宿を終え、暹しさを増した選手は９月の
記録会で、１万mの自己記録を大幅に書き換える選手が続出
し、確かな手応えを感じつつ、いよいよ正念場の箱根予選会
を迎えた。
20）ダントツ勝利で得た出場権(第35回全日本大学駅伝関
東選考会.2003年）
上半期、長嶺主将を中心とするチームの実力が試される大
会が全日本大学駅伝の選考会､６月14日夢の島陸上競技場で、
20校が参加し開催された。
関東学連の枠は1２（シード枠６)、今回の選考会で上位６校
に出場権が与えられる。
エントリー時における各大学の持ちタイム（上位８人の１
万mベストタイム合計）では、法政は６番目の１１頂位。戦前の
予想では、ギリギリの通過と予測し、楽観できない状況にあ
った。
しかし、１組目の２年生の秋山、岡田がまさかのワン・ツ
ウ、フイニッシュを決める幸先のよいスタートを切った。
２組の原田、佐藤も２位、３位と大健闘の快走をみせ、一
気に法政陣営は波に乗り他大学の関係者から｢法政はすごい」
と驚嘆の声が上がった。３組目は４年生の中村とスーパール
ーキー・圓井コンビの出場、スタートから好位置をキープし
た両名は、残り１周で先頭に立つ積極策に出て集団を崩した
が、最後は力尽きて中村の３位に続いて４位でゴール、この
時点で法政の６位以内がほぼ確実となり、最終組の走りを待
つことになった。
最終組は長嶺と黒田の４年生エースが登場、しかし長嶺は
22）第80回箱根駅伝予選会（2003年）
10月１８日箱根町・芦の湖畔16,3kmのコースで、出場37校.
420名が参加し行われた。
第２５巻
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抜を含む）が、廣瀬会長の号砲によって、チームの命運をか
け第一走者がスタートした。
この２年、途中棄権、チーム崩壊といった失敗を重ね、自
信を喪失していたチームが箱根路復活をかけて臨んだ80回記
念大会、１年生ながら非凡な才能を発揮する圓井選手をｌ区
に起用、近年にないハイペースの展開となったが、第二集団
で粘りをみせてトップ日体大と56秒差の８位で無事走りきっ
た。
エースが集う花の２区は、卓越したリーダーシップを発揮
しチームをまとめ上げた長嶺が出場、各校のエースと抜きつ
抜かれつの厳しいレースを乗り切り順位をキープ、主将とし
ての重責を果たし、同期の黒田へオレンジの禅を託した。
故障が癒え直前まで必死の調整でメンバー入りを果たした
３区・黒田の走りこそが法政往路の明暗を分ける分水嶺、と
ころがスタッフの心配をよそに前をいく日大、山梨学院大、
東海大を次々に抜き去る快走をみせ、６位へと浮上させた。
４区・岡田は11km過ぎから、法大、東海大、大東大、東洋
大、日大の５校による併走が始まり、まれにみる５位争いを
演じる大混戦に、テレビを凝視するお茶の間のファンを狂喜
させた。
５区・佐藤は山登りのスペシャリストとして成田監督が鍛
え上げた選手、岡田から禅をうけるやいなやオーバーペース
気味に前半を突っ込み、箱根山中でブレーキするのではとハ
ラハラさせたが､先行する４校をごぼう抜きする激走を演じ、
設定タイムよりも１分10秒も早い1時間13分50秒の区間３位
で芦ノ湖のゴールに飛び込んできた。総合順位３位の亜細亜
大と16秒、４位の日体大と６秒差まで追い詰める大殊勲の往
路総合５位で第一日目を締めくくった。
第二日目、６区・白田は昨年区間３位で衝撃的デビューを
飾った山下りのスペシャリスト、今回も区間賞狙いで山下り
に入ったとたん、下り用の走りに切換える巧みな走りで、先
行する東海大、亜；１冊亜大、日体大を前半で追いつき、置き去
ってのごぼう抜きの快走で総合２位に浮上、往路幸先のよい
スタートを切る事ができた。７区・山口も復路つなぎの区間
といわれる７区を着実に走りきり総合３位を堅持した。
８区・原田は初出場ながら自信に満ちた走りをみせ、８区
の難所・遊行寺の坂を難なく征する快走を披露し、総合Ⅱr１位
に変動はなかったものの区間２位で４位の神奈川大との差を
２分1秒と広げた。
９区・中村は経験豊富な選手、２位の東海大を追い詰めて
くれるものと大いに期待したが、中盤から足裏にマメができ
ペースダウンするブレーキに見舞われ、亜細亜大、神大にか
わきれ５位に転落、ここまで順調にきていたレースの流れに
陪雲が垂れ込めてきた。
１０区・秋山は、亜細亜大、ネIl1大とlWi烈な３位争いを演じて
みせた。亜細亜大に先行されたものの、神大を振り切るため
にエネルギーを使い果たしたのか、一向にペースが上がらず
ブレーキ気味のレース展開となった。ゴール手前で法政・秋
|｣｣の後方に遅れたと思われた順大の選手が急追してくる姿が
スタート時、無風、快晴、気温10度を絶好のコンディショ
ンの下、湖尻林間駐車場をスタートした。調子が今ひとつ上
がらない４年生の黒田、有原、1年生の圓井といった実力あ
る選手を思い切ってエントリーからはずし、一抹の不安を抱
えていたものの、下位選手の底上げが着実に実りつつあると
の判断にたち、敢えて３選手を温存したが、予想を大幅に上
回る結果をもたらした。
「法政がトップ通過したらしい」との情報がスタッフにも
たらされたのは､全員がゴールした４０分後､成田監督共々「ま
さか１誤報、計算間違いだろう」と、いずれにしても、予選
会は間違いなく突破したとの感触を得ながら、半信半疑のま
ま正式発表を待つことになった。結果は、間違いなく予選会
トップ通過、長嶺主将率いる法政チームは、誰もが予想しえ
なかった、不思議な底力を遺憾なく発揮しトップ通過の快挙
を達成した。
今年のチームには頭抜けた選手が見当たらない。長嶺を軸
にトップ20人前後の選手の実力が接近し、大人の雰囲気が漂
う魅力的なチームへと変身し、指導スタッフもいつになく、
神経をすり減らすこともなくゆったりした気分で選手に接す
る日々が続いた。
23）第34回全日本大学駅伝（2003年）
２週間後、箱根予選会での消耗を癒す時間が取れぬまま臨
んだ全日本大学駅伝は、関東12校を含む全国25校の糀鋭が伊
勢路に集結し、激しいレースを展開した。
箱根予選会をトップ通過した法政に、沿道からも大きな声
援が送られたが、ｌ区に起用した岡田が18位と出遅れ波乱含
みの出だしとなったが、故障の癒えた３区・UNI井（１年生）
が区間２位の快走を披露し､総合11位まで醗り返してくれた。
アンカー中村は区間４位で総合８位まで押し上げてくれたが、
残念ながら明年のシード権に今一歩届かなかった。
しかし､箱根の予選会を回避し､故障の癒えた圃井の快走、
原田､秋山､佐藤､中村等が区間一ケタ我慢の走りを披露し、
厳しいスケジュールの中にあって冷静にレースを組み立てる
事ができ、箱根駅伝で上位入賞が狙えそうだとの手ごたえを
感じつつ伊勢路を後にした。
息つく間もなく、１１月下旬千葉・白浜で本番に向けて選手
の絞り込みを兼ねた選抜合宿力垳われた。成田監督が繰り出
す練習スケジュールは慎重さと級密さが）)Ⅱわり、激しい競争
意識が火花を散らす中で、故障者もなく順調に午前、午後の
練習を消化していった。
１２月の最終段階に入っても、登録14人への絞り込みは迷い
に迷うほど実力が伯仲し、チーム全体が好調さを持続したま
ま、年末を迎えることになった。
24）耐えてつないだ箱根復活（第80回箱根駅伝・2004）
１月２１]、大手町の読売新聞社前を20チーム（日本学連選
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見え隠れしてきた。大手町のゴールで待ち構える法政陣営か
らは悲鳴に近い歓声が上がった。仲間の声、祈りが届いたの
か秋山は急追する順大の選手に気づき、揮身のラストスパー
トを炸裂させて順大を振り切り、総合４位で歓喜のゴールテ
ープを切った。
総合順位４位は、失敗を重ね、失敗に学びながらチームと
して成長してきた証である。寡黙ながら卓越した長嶺主将の
リーダーシップでチームを束ね、加えて朝練習、昼休みの練
習、夜遅くまでの本練習、学生の授業や都合に合わせ根気よ
く選手と付き合う気配りと厳しい選手への要求が揮然一体と
なり、ようやっと成田イズムが開花したといえる。
耐えに耐えて攻撃的に襟をつないでいく駅伝、駅伝らしい
走りを全員が箱根路で披露でき、目標としていた「安定した
チームづくり」への第一歩、次なる目標である「優勝の二文
字」を手繰り寄せるキッカケとなる大会であった。
、が功を奏し、新潟・妙高高原合宿では起伏の厳しい野尻湖
コースでの25km､３０kmロード走を全員がなんなく完走し、昨
年のチーム以上に自力を付けていると実感した。さらに長
野・菅平高原合宿では初の試みとして専修大学との合同合宿
を実施し、相互に新鮮な刺激を受け意欲的な走りこみを無事
終了、３年生主体の若いチームはスッカリ自信を取り戻して
秋のシーズンを迎えることになった。
ここ数年専修大学は低迷期に入り箱根への道を絶たれ、若
い指導者に交代し再建に取り組んでいるチーム、そして法政
は試練を乗り越え次なる高みを目指すチーム、このチーム事
情の異なる同士の合宿は、相互に意義あるものとなった。つ
まり、専修大学にとって連続シード権を狙えるチームの選手
が取り組む箱根駅伝への姿勢や意欲、そして法政大学にとっ
ては予選会に出たいと必死にもがき苦しむ若いチームを目の
当たりにすることができた事である。予選会の苦しさに二度
と戻りたくない、そんな気持ちにさせられた合同合宿であっ
た。25）学生スポーツの宿命を乗り越えて（2004年）
26）新戦力を試運転（出雲全国選抜駅伝・2004）箱根駅伝総合４位は、チームの底上げの成果を示すもので
あり、次なる目標は「２年連続シード権獲得」を確実にした
い、見た目は派手ではないがシード権を連続して取れる「安
定した駅伝チーム」こそ本物へ進化する証である、との認識
に立ち2000年度新チームづくりは始まった。
しかし長嶺、黒田、中村等箱根駅伝の天国と地獄全てを体
験してきた４年生が卒業し、ポッカリトあいた穴を埋めるの
に手間取った上に、上半期主力選手が故障しチームとして歯
車が噛み合わぬまま､上半期のシーズンに突入してしまった。
全日本大学駅伝選考会は、チームがどん底状態の時期に開
催され、まったくなす術もなく総合10位と惨敗した。山登り
で活躍した佐藤主将、エース圓井、山下りの白田の主力３人
が故障でエントリー出来ず、この時点で戦力の大幅ダウンは
覚悟の上で臨んだ。選手全員に全くもって覇気がなくレース
中盤から後半にかけて脱落、２０～30位でのゴールが続き、か
ってない低迷に法政陣営は荘然自失、主力選手が卒業し現有
勢力に故障者が続出すると、大幅な戦力ダウンを余儀なくさ
れる学生スポーツの宿命を身をもって体験する出来事となっ
た。
しかし、この惨敗はさほどチームに打撃を与えることはな
く「安定したチームづくり」とは「箱根駅伝連続シード権獲
得」を実現することで達成される。ここ数年厳しい試練に晒
されてきた法政の駅伝チームは、多少の失敗ではメゲナイ暹
しさを選手、スタッフ共に身に付けてきており、最悪の状態
を脱したチームは、夏合宿でチーム建て直しを最大の目標と
し調整を続けてきた。
恒例の夏合宿は、佐藤主将を中心にチームの軸となる選手
が続々戦列に復帰し､チーム内にいつもの活気が戻ってきた。
成田監督は、長野・白樺湖合宿では選手全員の足並みが揃う
ように走行距離を控えめに設定し、その効果が少しずつ表れ
故障で遅れていた選手達も練習に復帰してきた。この練習計
伊勢路の出場権を逃した法政チームにとって、出雲駅伝は
新チームの力を試す最後のチャンスである。夏合宿でチーム
の勢いが戻り､地力がついたチームがどんな駅伝をするのか、
本番箱根を想定した新戦力田中、友廣（２年）のテストを兼
ねベストメンバーで臨んだ。
レースはｌ区・岡田が区間７位で幸先の良いスタートをき
った。しかし２区・回井の走りに精彩がなく（区間10位)、上
位に食らいつく流れをつくることができなかった。しかし、
３区・原田が区間８位、４区・秋山が区間３位、５区・友贋
が区間８位、と取り残されそうになりながらも、「死ぬ気で食
らいついていく」「自分の力を出し切るだけ」と覚悟の走りで
しっかり)|頂位をキープする粘りを見せた、特に今回駅伝初登
場の田中（２年）は高校時代ほとんど駅伝の経験がなく、ト
ラック種目では大物の片鱗をみせつつあるが、駅伝の走りが
できるのか、否か本人もスタッフも不安を抱えての起用であ
った。
しかし、前半からハイペースで各チームのエースと互角に
渡り合う快走をみせ、最後に－人を抜いての区間６位、総合
７位でゴールした。
新戦力の試運転も兼ね、持てる力の70％程度の区間配置で
臨んだ大会であったが、明年の箱根駅伝に向けてチームとし
ての手応えをつかみ、自信を深めて多摩のグランドに戻って
きた。
例年、箱根予選会、全日本大学駅伝、白浜合宿と過密なス
ケジュールで、慌しい秋のシーズを過ごすのであるが、正月
の箱根駅伝までジックリ準備ができる利点を生かした練習計
画を組み立てなおすことになった。ここ数年、厳しい日程の
中で、チームとしての緊張を維持してきたが、今年のような
日程は久しく経験していないので、逆にチームとしての緊張
第２５巻
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とリラックスを如何に持たせつつ箱根本番へともっていくの
か、新たな課題でもあった。
１０月６日、箱根駅伝予選会が行われ残る９枠の出場校が決
定し､出場20チームが出揃った｡予選トップ通過の早稲田大、
14年ぶりに古豪明治大が復活し、六大学仲間との熾烈な争い
が予想されたが、法政としては、ここ数年の目標でもある最
低でも連続シード権獲得に向け、選手の紋込みが佳境に入っ
ていった。が、しかし、６区山下りを予定していた白田の故
障が長引きエントリーを断念、他にも足の不安を訴える選手
の区間配置の変更等々、上位入賞を狙うには厳しい状況で臨
んだ大会であった。
返してはならないという苦い体験から導きだされた。白田を
外し14番目の松垣選手を起用するという結論に達したのは、
レースの２週間前であった。急jlji、松垣を箱根の山下りコー
スに連れて行き、車上からコースを下見させるだけの、まさ
にブッツケ本番での大抜擢となった。
全く山下りの実力は未知数、松垣は「タイムや順位といっ
たものを考えるよりも、２１kmが走りきれるか不安だった」と
の思いで臨んだ山下りだった。
しかし、筆者自身は日頃の言動や行動から見て、もしかす
ると松垣は肉体と精神の極限までスピードが求められる山下
りに適正があるのではないか、さらに直前の起用でコースそ
のもの怖さは知る由もなく､未知なる爆発力に期待していた。
往路13位に沈み、復路でシード権争いに加わるには６区の
走り次第で決まるといっても過言ではない状況での、復路ス
タートであった。
スタートから最高点の頂上までの序盤押さえ気味にスプリ
ットタイムを刻んだ松垣は、頂上を過ぎると一気にトップギ
アに切り替え先行する選手をごぼう抜き、箱根初出場と思え
ない肝の柵わったパフォーマンスを披露し、区間賞に５秒と
迫る区間２位､シード権に望みをつなぐ総合10位に押し上げ、
白田に続く新たな山下りのスペシャリスト誕生でチームは息
を吹き返えした。
つなぎの７区・谷本はテレビ映像にも何度となく写し出さ
れるほど、３～４校の選手と抜きつ抜かれつのデッドヒート
を演じ、沿道、お茶の間の駅伝ファンを熱狂させる走りをみ
せ、次代のエース格に成長しつつある８区・田中へと襟をつ
ないだ。
田中は12月中旬に故障し’区の予定から８区へと区間配置
を変更したいきさつがある。本人も、「ｌ区から外された時、
箱根を走らせてもらえないのでは」と不安になったが、最後
の最後にメンバー入りし臨んだレース。
それだけに､名誉を挽回する絶好の機会ととらえた田中は、
シード権獲得をターゲットに走り始めた。直前の故障で不安
を抱えての出場であったが､序盤から小気味良い走りをみせ、
終盤タイムをロスしたものの高いポテンシャルを発揮、２人
抜きの区間３位で再びチームを９位に浮上きせシード権争い
参戦のアピールをした。
９区・山口は１年生からメンバー入りし、３回連続出場の
経験豊富な選手である。田中から襟を受け、シード権ぎりぎ
りの位置、前後と１分の差での一人旅、最長区間をいかに走
るのか、これまで培った経験、知性が試されるレースであっ
た。多少の不安を克服し、自分の走りに徹し、ラスト５kmは
持ち前の粘りを発揮し、区間11位ながら総合９位を死守し、
最長区間の役割を十分に果たす走りを見せた。
最終10区は２年連続アンカーを任された秋山、昨年は緊張
からガチガチになって走りに精彩を欠いたが、今回は全ての
行動に落ち着いて対応できたとの事、序盤３分でじっくりタ
イムを刻むつもりが、２分49秒と速く入ってしまいリズムを
掴むのに苦労したようだが、中盤に入り落ち着きを取り戻し
27）２年連続シード権にこだわる(第81回箱根駅伝･2005）
今回のチームは、春先のトラックシーズンで故障者が続出
し、関東、全日本インカレでは得点争いに貢献できず、さら
に全日本大学駅伝では10位の惨敗といったチーム状態から、
ようやく駅伝チームらしくなったのは８月の夏合宿を経て９
月になってからであった。
総合４位の原動力となった選手が卒業し、戦力の低下をい
かに食い止めるかが新チームの最大の課題、それだけにチー
ムの目標は、上位入賞ではなく全員力泌死にって連続シード
権を取りにいき、安定したチームづくりの基礎をつくるレー
スと位置づけ、総力戦で臨んだ大会であった。
前回ｌ区をまかされた回井は、経験をいかし先頭集団を維
持していたが、ラストの勝負所で故障上がりの影響がでてい
つもの粘りをみせることなく、１位の東海大に51秒遅れの１２
位でなんとか襟を渡した。花の２区の重責を担った原田は、
秋以降調子の上がっており、エース区間への抜擢となった。
いつものピッチ走法で淡々と難所の椎田坂をこなし、終盤３
人を抜いて、目標としていた１時間10分を切る69分58秒・区
間10位の走りをみせチームを９位へと浮上させた。
続く３区・友廣は初出場のプレシャーで「うまく走れるか
不安｣だったと､その不安が的中し全くスピードが上がらず、
区間18位の不本意な走りに終始し、111n位を11位に下げてしま
った。しかし、４区・岡田は区間８位の好走を見せて順位を
10位に挽回させたものの、「自らの走りに納得いかない」と次
なる飛躍に向けて更なる努力を誓った。
昨年山上りを区間３位で頑張った佐藤にチーム浮上、シー
ド権確保のための走りに期待がかかった。が、序盤から一向
にピッチが上がらず前回より１分11秒も遅い区間11位、後続
の３人にも抜かれ、芦の湖畔の往路ゴール地点に13位でたど
りついた。
この段階で､急速起用となった６区山下りへの不安もあり、
シード権獲得は厳しい状況に置かれる事になった。
山下りのスペシャリストとして脚光を浴び、他大学からも
一目置かれていた白田の故障が思うように癒えずにいた。成
田監督共々、起用すべきか回避すべきか、ぎりぎりまで迷い
に迷った。その判断は、徳本の途中棄権の悲劇を二度と繰り
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したものの､長距離トラック種目では得点無しの惨敗を喫し、
チーム立て直しの糸口をつかむべき模索が続いていた。
昨年１０位惨敗した出場権を逃した全日本大学駅伝の選考会
が迫り、急ピッチでチームの調整作業が多摩のグランドで行
われ、圓井を除く選手のエントリーがようやく間に合い、６
月11日のレースに臨むことになった。
１組目の柳沼が14位、友廣が31分を要する20位で、昨年同
様波乱含みのスタートとなった。しかし、２組目の秋山が弾
むような素晴らしい走りと切れ味鋭いラストスパートで、
堂々の１位でゴール、山下りの功労者・松垣も８位と続き、
法政の陣営に一筋の光が差し込んだ。これで勢いづいた３組
目の田中が３位、山口が５位と,快走し予選突破ラインを大き
く上回る順位へと浮上させた。４組目は各大学のエース級の
選手が出揃う中で原田、岡田の４年生コンビが出場、前半か
ら中盤にかけて粘りを見せるものの、終盤力つきて原田が１４
位、岡田が24位でゴールした。優勝候補の一角・東海大の失
速、早稲田大の取りこぼし等に助けられはしたが、総合２位
と大健闘し、見事２年ぶりに伊勢路への道を切り開き、大学
三大駅伝といわれる、「出雲｣、「伊勢｣、「箱根」の出場権を全
て確保し、自信をもって夏合宿に臨むことになった。
夏合宿は､廣瀬OB会々長が所有されている長野．白樺湖別
荘から始まり、新潟・妙高高原岡山館、菅平・ホテルベルニ
ナで行われ、それぞれ顔なじみとなった合宿地で、快適な合
宿生活の中にも厳しい練習が繰り返きれ、成田監督が繰り出
す練習計画を選手は見事なまでに消化し、鍛え上げられてい
った。
夏合宿で選手と生活を共にするのはこれが最後と、感傷に
浸る間もないほど,慌しく過ぎていく合宿生活、それにしても
'0年前の選手と違って、本当に暹し<なり何処に出しても恥
ずかしくないほど駅伝選手らしい選手に成長してくれている。
筆者自身、合宿中全くといっていいほど選手に小言を言うこ
ともなくなり、駅伝の有力校に肩を並べる段階へとチームが
成長してきているのを実感する夏合宿であった。
夏合宿で久しぶりに全員の足並みが揃い、大学駅伝のシー
ズへと突入した。
出雲大学駅伝ではｌ区・圓井が日本人トップの２位で好発
進したが、後が続かず総合９位に沈んだ。
全日本大学駅伝では１区･原田が区間17位の出遅れが響き、
後半挽回することなく１３位と不振を極め、秋のシーズンに突
入し夏合宿の勢いがすっかり失せてしまい、その原因究明に
追われることになったが、夏の疲れさえ取れれば走りだすだ
ろうとの楽観し、選手の動きを見守ることになった。
しかし、出雲を快走した圓井が10月下旬の記録会でレース
中、バランスを崩しコースの縁石にのりあげ足首を捻挫、次
いで主将の原田が全日本大学駅伝でレース中、足底筋を痛め
るアクシデントに見舞われ、１６人のメンバーから外すべきか
否か、その回復状況をギリギリまで辛抱強くまつことになっ
た。
しかし、過去の苦い体験からして故障者の無理な登録は、
一定のリズムで先行する中央学院大を抜き去った。しかし
l5kln過ぎて疲れからリズムカ班いだし､残り３kｍを１０分近く
かかるペースダウン、最後は苦しみぬいて大手町に区間９位
でゴール、復路５時間34秒05は法政記録、総合８位11時間１３
分53秒も法政記録であった。
法政大学にとって、２年連続シード権獲得はなんと36年ぶ
りの快挙、成田監督の指導体制で５年目、当初の目標でもあ
った「安定したチームづくり」達成の瞬間であった。
昨年の総合４位よりも３分49秒速いタイムをたたき出し、
往路の失敗を見事復路で取り戻した底力は、選手間の熾烈な
競争の中から生まれた我慢の証、拮抗する走力の証である。
スター選手頼りのチームから脱皮し10人それぞれが力を出し
切った中でもぎ取ったシード権獲得は、根気よくチームづく
りに取り組んできた成功の証でもあった。
スタッフー同、総合８位と一見地味な結果であったが、次
なる高みを目指すうえで極めて大事な結果、大きな壁を乗り
越え他大学と互角に戦える戦力が整いつつあるとの手応えを
感じた大会であった。
28）地道な努力で飛躍の年へ（2005年）
総力戦でシード権を勝ち取った2005年度の新チームは、箱
根を走った１０人のうち９人が残り、原田を新キャプテンとし
て練習が再開された。例年１月は学生の本分である後期試験
に没頭させるために、練習らしい練習を行わず自主練習で箱
根の疲れを癒すことになる。さらに２月に入り、部の活動費
を捻出するため入学試験の学生アルバイト等で、全員が集合
しての本格的な練習は行わずに、八王子駅伝や市民ロードレ
ースに参加するなど、リラックスした走りを楽しみながら、
来るべきトラックシーズンに備えていた。
駅伝強化に邇進する有力大学が、春休みを利用して温暖な
地で合宿を行うのに対し、法政の選手は英気を養いつつ比較
的ノンビリと春先を過ごしている。昨今、箱根駅伝が熾烈な
争いを繰り広げる中、選手も指導者も年間を通じて休む間も
ない緊張と消耗を強いられる現状にあって、春先じっくり英
気を養う時間が112､要であると思われる。
さて私事であるが、この１０年駅伝チームの再建に微力なが
ら尽くしてきたが、新たな血を駅伝チームに注入しなければ
再度低迷期に入ってしまうとの危機意識から、２年前から陸
上競技部の部長を勇退する準備を密かに進めてきたが、幸い
高校時代から積極的にスカウトに関わってきた原田、山口、
岡田、秋山等が最終学年を迎えることになり、今が潮時と判
断した。
ようやく後任の部長人事も決定し、いよいよ駅伝チームと
の関わりも残すとこ－年、なんとか３年連続シード権を獲得
し有終の美を飾りたいと念じつつ、トラックシーズンへと突
入した。
しかし、数年前のような突出した選手がいない法政は、関
東インカレで初日のハーフマラソンで山口が８位入賞を果た
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チーム崩壊の引き金になりかねないとの判断に立ち、早い段
階から主力２人を外す方向で区間配置を見直すことになった。
山下りの松垣以外は、全員の選手に複数区間を走れるよう
に指示し、コースの下見を慌しく進めながら、区間配置のや
りくりを繰り返すなかで最終エントリーへと淵ぎ着けた。
早い段階での主力二人を外す英断によって、ボーダーライ
ン上にいたメンバーのやる気を喚起し、最後の最後まで10人
の絞り込みが難航し、結果としてチーム内に熱気が生まれレ
ース本番へと突入していった。
ゴール後、コース最高地点近くにある選手宿舎・紀伊国屋
に戻り、スタッフと復路の予想を試みるが、山下り松垣の走
り次第で、復路大逆転のシナリオもありうるのではと、明る
い展望に話がはずんだ。
筆者と成田監督は､毎年宮下温泉の月廼屋旅館まで出かけ、
法政の駅伝ファンや関係者が集う宴に参加しご挨拶するのが
恒例となっている。往路の結果が良いと年も、悪いときも気
心の知れた仲間との雑談は､緊張を強いられる二人にとって、
一服の清涼剤となっている。
筆者は､宴席を離れる際の挨拶で､「明日は楽しみにしてい
てください。必ず復路で成田マジックが炸裂し、皆さんを感
動の渦に巻き込みますから・・・」と、往路15位で盛り上が
らない宴席で、1次いた大法螺に関係者は半信半疑の反応を感
じつつ、宴席を後にした。
筆者は、先にも記したが111m位より時間差に注目していたの
で、松垣、柳沼、後藤、山口、秋山の布陣であれば、成田監
督の駅伝を熟知した区間配置と戦略が壷にはまれば十分逆転
可能であろうと予測したのである。
また昨今の箱根駅伝の特徴として、激化するスカウト競争
の中で優秀な選手が－つの大学に集中することなく、分散す
る傾向にある。つまり10人の選手を平均化し区間配置できる
大学はほんの一握りであり、大半の大学はテレビ映像を意識
してか往路に選手を重点配置し、勝負に出てくる傾向が強ま
っている。その結果、復路の選手が払底していまい、往路の
貯金を使い果たし、度々シード権争いに敗北するチームを多
く見かけるようになった。
我が法政も数年前までは「往路は派手で、復路は地味」と
陰口を叩かれるほど、復路の選手が払底しシード権を逃し、
予選会に回る屈辱を何度も味わってきた苦い体験がある。
つまり､｢安定したチームづくり」とは往路の遅れや失敗を、
復路で復元できるようなチーム、１番から14番までの選手の
走力が拮抗し、故障で戦列を離脱する選手がでても、次につ
ながる選手がその穴を埋める底力をもったチームを理想とし
たのである。
そういった意味で、復路５人衆は成田監督が求めてきた理
想の布陣、筆者が「成田マジック炸裂」と大法螺を吹いた根
拠なのである。
山下りのスペシャリストとして他大学から一目置かれるま
でに成長した松垣は、宿舎でも付き添いの仲間と談笑する落
ち着きぶりで、明日の爆発を予感させるものがあった。
復路６区･山下り松垣がスタートした｡２年連続の山下り、
コースを熟知している強みを発揮し、一気に右～左と連続す
る急勾配の曲線を攻めに攻めていく強気の走り「６区は復路
の流れをつくる重要な区間、今年も紺寸追い上げて、自分の
ところで１０位まで上がってやろうと思った」と、その結果、
59分09秒の快心の走りで区間賞かとおもわれたが、後続の専
修大の巽にわずか２秒かわされ、２年連続区間２位に甘んじ
る、'悔しい結果となった。しかし、シード圏外と思われてい
た法大が一気にシード権争いに参戦、追う者の強みで流れを
29）怒涛の追い上げで初の復路優勝へ（第82回箱根駅伝．
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圃井の故障でｌ区に抜擢された新人・高嶺は、緊張のあま
り序盤から歯切れの悪い走りに終始し、先頭集団についてい
くことができず、禅が渡った段階で首位と１分44秒差の17位
と出遅れてしまった。
１区での悪い流れを断ち切る快走を期待した田中であった
が、花の２区起用にレース前から気後れし、成田監督の説得
にも不安げであった。いつもの奔放な走りは影を潜め、区間
13位でチームとして浮上のキッカケをつかめずに、３区下川
原へと繋いだ。大幅な区間配置の変更でチャンスが巡ってき
た新人・下川原は区間12位で順位を15位に上げたものの、シ
ード権争いに望みをつなぐ走りは見られなかった。
４区・岡田は４年連続出場を果たし、明日につながる安定
した走りに期待がかかった。４区は、今年から中継所がTl丁内
寄りに変更され21kmから18,5kmに短縮ざれ各大学もスピー
ドランナーの起用が予想された。この区間は前半の区間で先
行した大学が遅れだし、前半遅れをとった有力大学が後方か
ら追い上げるなど、５～６チームが一団となって激しい111N位
争いを繰り広げる区間である。経験豊富な岡田は激しい１１１１N位
争いの中で冷静沈着にレースの流れを適格につかみ区間７位
で最終学年を締めくくる走りで、Il11ii位を14位とした。
しかし111N位は低迷しているものの、氷雨が強まる悪コンデ
ィションで先頭グループの走りも鈍ってきた。山登りを前に
して先頭との差が４分52秒と開かずにきているので、明日の
シード権争いに－襖の望みをつなぐことができた。
小田原の中継所の移動によって23,4kmの最長区間の長丁場
に変貌、倒隣争う有力校は粒ぞろいのエース級を投入し勝負
をかけてきた。1年の美山にはチヨッピリ荷の重い山登りで
あったが、成田監督が山登りのスペシャリストに育てたいと
の思いで抜樋した選手、成績の良否には目を瞑り無事芦ノ湖
のゴールにたどりついて欲しいとの願いにのって、区間１７位
ながら総合15位で小雪舞う往路のゴールテープを切ってくれ
た。
先頭の順大との時間差は７分56秒、しかし復路でシード権
争いが予想される７位の東洋大との差４分45秒、これは復路
の法政の陣容からして射程距離の範囲、順位よりも時間差が
ここにきて大きな希望となってきた。
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大、駒大の首位争い力親乱するなかを割って入るように、伏
兵・亜細亜大が首位を奪い初倒勝に向けヒタヒタと大手町の
ゴールを目指していた。この６強といわれた大学の自滅によ
って首位争いは混乱し、後続のチームにとって追い上げてタ
イム差を縮めるチャンス、その結果が総合優勝の亜細亜大と
薄氷を踏む思いでシード権を勝ち取った１０位の東洋大との差
は、６分34秒とまれに見る激しいレースとなった。
１０区秋山は３年連続アンカーを任され、経験豊富な選手だ
が、しかし日頃から調子の判断が難しい選手の一人であり、
アンカー起用に不安を抱えての抜擢であった。しかし、前走
の４人がつけた奇跡的な勢いを10区で消してなるものかと、
軽快なリズムで序盤から設定通りのタイムを着実に刻み、シ
ード争いの安全圏へと突入してくれた。品川を過ぎたあたり
から、亜細亜大と復路倒隣争いをしているとの情報がスタッ
フの車にもたらされた。千載一遇のチャンスが法政に巡って
きた、監督車に乗る成田監督に連絡をいれ、秋山に徹を飛ば
すように連絡、成田監督も優勝争いに絡んでいる事を承知し
ていたのか､盛んに秋山を叱Ⅱ毛激励し大手町を目指していた。
秋山は汗でグッショリと濡れた襟を肩に、法政70年の悲願
を担っての走り、８区から誤算が続く中央大を一気に抜き去
った秋111は、仲間が待ち構える大手町のゴールへ総合７位を
確実にする快調な走りで向かってきた。復路優勝は秒差で決
まる、亜細I11iか法政か固'唾を呑んで正式の情報を待つ、秋山
がゴールした30秒後、テレビ中継のアナウンサーが「法政が
復路側勝したもようです、３年連続シー権獲得、７０年ぶりの
初優勝です」とゴール周辺は歓喜渦巻く人垣の中で、筆者は
脳天を突き上げるような喜びを体感しつつ、信じられぬ思い
で関係者の祝福を受けていた。
早速､読売新聞社内の学連本部に待機するＯＢ会会長の廣瀬
さんと総監督で筆者の恩師である丸山吉五郎先生のところへ、
秋山選手を伴って優勝のご報告に伺った。７０回目にようやっ
とたどりついた復路優勝を満面の笑みで迎えていただし､両氏
の表情が今でも脳裏から離れない。
主軸の圓井と原田を故障で欠き、厳しいレースを覚`悟して
いたが選手謡君の奇跡の走りで手繰り寄せた、「復路優勝､総
合７位、３年連続シード権獲得」の成果の要因は、なんとい
っても「成田マジックの炸裂」が挙げられよう。
成田マジックと言うと何か不思議な力が作用しているよう
に思えるが、実は最終調整に入ってからの采配にその秘密が
ある様に思われる。つまりどの大学の指揮官も胃が痛くなる
ほどナーバスになる年末の最終段階なって、「ここまでやる
か」と思わせるぐらい、練習量を落としてしまうのである。
あの見極めと思い切りの良さによって、調子が今ひとつ思わ
しくなかった選手達の疲労が抜け、一気に調子が上向いて本
番当日を迎えたのである。
一見派手さはないが、実は最終段階に入ってからの練習量
のさじ加減こそ箱根駅伝指導者の能力の優劣を決める重要な
要素なのである。選手の顔色を観察しながら、個々の選手の
体調に合わせ微妙に練習量を微調整する判断力こそが、一年
手繰りよせ弾みがつき、その行方ははやくＭ区から混沌と
してきた。
７区の柳沼はスタッフにとって全く予測しにくい選手の一
人、性格もおっとりしていて、闘争心を表に出きず、力はあ
るのだが調子の浮き沈み力激し〈、その真意を測りかねる選
手である。しかし、エース格の原田、圓井の二人がエントリ
ーから外れ、１４人のメンバー入りを果たした頃から、調子が
上向きになってきた。
１万mのペース走やインターバルトレーニングでグランド
を集団で周回する際、最後尾につけて２レーンを走る姿を見
かけるようになった。つまり、調子が良すぎて成田監督が提
示する設定タイムでは、ものたりないために仲間が走るレー
ンの外側、外側と走って、ペースを合わしていたのである。
さらに、調子が悪いとにきは、上体が左右にぶれて、重苦し
い走りをみせるのだが、上体がピッタリと決まって膝が前へ
前へと柔らかく送り出されるスムーズな走りに、最終調整段
階に入って垣間見られるようになった。
１１位で裸を受けた柳沼は「初めての箱根で、調子がいいの
か悪いのか分からなかったが、一人でも抜いてやろうと積極
的に行った」と、松垣で流れをつかみ、勢いをえた柳沼はま
さに未知の魅力、成田監督の「前半から突っ込め」の撒に反
応し、怖いもの知らずのハイベースを維持し、平塚中継所に
一人抜いて１０位で飛び込んできた。なんと64分02秒と法政に
６年ぶりの区間賞をもたらす爆走｢なんだかわからないけど、
身体が良く動いたようだ」と本人が一番驚くつかみ所のない
コメントを残し、オレンジの襟は８区・後藤へと渡った。
松垣、柳沼の驚異の走りで弾みのついた８区・後藤はゆっ
たりとした走りながら着実なペースを刻み、１１N大の選手が遊
行寺の坂で大ブレーキし首位争いが混沌とするなか、法政の
後藤は苦もなく遊行寺の難所を突破し、ひたひたと上位チー
ムに迫っていった。戸塚の中継所には区間５位の走りで、チ
ームを一桁の順位８位にまで一気に浮上させ、さらに首位に
４分02秒まで迫る快走で、復路のつなぎ区間の役割を十二分
に果たしてくれた。
復路の最長距離９区を任された山口は、堅実さという点で
は最も信頼のおける選手、入学後派手さはなかったが、学年
が進むにつれて着実に自力をつけ、存在感が年毎に増してき
た努力の人である。
いよいよシード権争いの正念場を迎えた９区で山口の堅実
な走りが効を奏し、シード権争いの一群から一歩抜け出すこ
とができた。つまり、戸塚で８位法政と９位早稲田との秒差
は30秒であったが、９区を終了した時点で９位早稲田との差
は１分37秒に開き安全圏に突入しつつあった｡さらに加えて、
山口が区間５位の走りによって、ここまで区間２位→１位→
５位→５位とつないできたオレンジの襟は、シード権どころ
か、もしかするともしかするかもしれない。スタッフの車か
ら「もしかすると復路優勝もあるかもしれないと」淡い希望
の声がもれ聞えてきた。
法政陣営が、シード権争いに気を取られているうちに、順
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かけて積み上げてきたチーム作りの最後の極めて重要な指導
者の作業なのである。
東京ドームで行われた閉会式において、多数の駅伝関係者
が見つめる中で白いジャージに身を包んだ復路優勝の五人の
オレンジの勇者が､学連会長であり陸上競技部OB会長でもあ
る廣瀬豊氏から優勝のカップが手渡された､｢箱根路に優勝の
二文字を」といい続けてきた筆者の夢が実現した瞬間であっ
た。この十年グランドで見つめてきた修行僧にも優る選手諸
君の不断の努力の結果がもとらした復路倒勝こそ、駅伝の神
様が授けてくれた指導者財Ｉに尽きる人生最大の贈り物と心
から感謝しつつ、８２回大会を最後に指導の現場から退くこと
にした。
箱根駅伝は、過去の70年よりこの１０年箱根駅伝を取り巻く
環境は競争の原理につらぬかれ、指導現場は厳しさを増すば
かりである。
1987年（昭和62年）日本テレビが全区間完全中継に踏み切
り、延べ８時間に及ぶ全国ネットの放映に箱根駅伝の人気は
沸騰した。
１８歳人口が激減し、高視聴率をたたき出す箱根駅伝に着目
した新興の私学経営者は、大学の死活をかけてその強化に乗
り出し、加えて出場枠の拡大がさらに加速させる事態を生み
箱根駅伝は戦国時代へと突入した。
実業団で実績のあった選手を指導者として迎え、プロの指
導者としてチームを率い級密な計画のもと箱根を目指す大学
が増え､週末にOBが後輩の面倒をみるといった体育会の美風
はもはや通用しなくなった。その結果、古豪といわれる伝統
校が箱根路から姿を消すことになり、復活の手掛かりさえつ
かめずにいる。
箱根駅伝は、もはや陸上競技部の－競技会、－行事では済
まされない、ビッグモンスターに変貌し、大学の総合力、現
場指導者の真塾な取り組みが問われる時代となってきた。
伝統を守るといった消極姿勢では、戦国駅伝の荒波に飲み
込まれてしまう厳しい時代である。さらに安定した駅伝チー
ムを作り続け、出場回数を重ね法政駅伝ファンの期待に応え
るには、時代の流れにしなやかに対応し、現場組織の疲弊か
ら生じるマンネリを防ぐ、不断の努力が求められる。一瞬た
りとＭＩＩ断することなく法政大学建学の精神・進取の気象を
具現化する中で、日々の練習に精進し戦国駅伝に挑戦し続け
て欲しいものである。
30）今後の課題
出場70回の節目に「復路優勝」を掴んだが、1931年の12回
大会で「往路倒勝」を果たしているので、それぞれ柱・復路
の片道制覇を成し遂げたことになる。法政大学の駅伝チーム
に残された目標は唯ひとつ「箱根駅伝総合優勝」であるが、
そこへの道程はさらなる厳しく高いハードルを乗り越えてい
かなければならいだろう。
正月の風物詩として注目される箱根駅伝は、２０％以上の高
視聴率をたたき出す学生スポーツ界最大のイベントに変貌し
た。箱根駅伝に、古豪・法政として今後如何に対処していく
のか、難問山積である。
まずもって、過熱する箱根駅伝に対応するには原資がなけ
れば、何も始まらない。この十年強化資金を様々な方法で捻
出してきたが、もはや現場の努力や工夫では克服できない事
態となってきている。
出場15枠から20枠への拡大は箱根駅伝に参戦する大学を増
やし、大学主導で資金を投下し、必死に駅伝強化に取り組み
始めたのである。その結果、選手のスカウト合戦が激化し、
青田買いまがいの勧誘がまかり通り、もはや学生スポーツの
域を逸脱し、高校２年次からのスカウト合戦が繰り返されて
いる。それ故、法政のように強化資金皆無な大学にとって資
質の高い選手を勧誘することは極めて難しい。さらに全国各
地で行われる高校生の競技会に出かけ、素質ある選手を発掘
する仕事も資金不足でままならず、スタッフは勧誘に動きた
くても動けない状態である。それに加えて、スポーツ選手の
育英資金や奨学金制度が不備なため、他大学の有利な条件提
示に屈し、一見順調にいっていたスカウトが最終的に覆され
逆転される事態が、ここ数年頻発している。
大学スポーツの宿命として、選手の育成時間は４年間とい
う限定された時間で強化しなければならない、それ故、資質
のある選手をスカウトし育成、強化しなければ、箱根路の道
は限りなく険しい道のりになることは言うまでもない。
厳しさが増す私学経営にあって、箱根駅伝を経営戦略、イ
メージ戦略の一つとして考えるのか否か、その判Wrが次なる
箱根駅伝チーム飛躍の鍵を握っていると言えよう。
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